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続

々
ス
ト
突
入

京
大
各
学
部

一
齊
に
決
議

相
次
い
で國
会
に上
程
さ
れて
い
る
國
立学
校
溝
法
素
、,翼員
職
員
免許
法
を
めぐ
つて
各学
校
で
は
これ
に
反
対

し
て
ぞ
くく

ス
トに
入
つて
い
る
、
東大
で
は
法学
部
の
ほか
各
掌
部と
も
(医は
未
定
)
それ
ぐ

掌生
大
会
の

快
議
に
よリ
ス
トに
入
つ
た
、そ
の
他
三高
、
阪
大
(理
、
医)、大
商
大
、大
高
、浪
高
、
大阪
府
女
翼
大
阪
市
立

女
駕
馬
大阪
機
械
工車
、
大
阪獣
医
、
大阪
一恥
等が
す
で
に
スト
に
入
つて
を
り
、さ
ら溜
関粟
、
九
州
等で
も
地

O
方
掌
蓮が
甲心
と
な
リス
ト
体制
に
入
る
見込
で
あ
る

寮
大
同
学会
で
は
委員
長
と
総務
部
中
笑委
員
の
買
任で
出
し
た
「ス
ト
反
対」
眉
明と
こ
れ
に
対し
て
十
数名
の
有

↓
心協
翻
員の
出
し
た反
ば
く
の
二
つの
函
明贅
が
出
て從
策
の
対
立が
果
然表
面
佑
し
、そ
の
後
の各
学
部
の
勤き
に
、

よ
つ
て
協議
員
の
総退
陣
は
今
や決
定
附
と見
ら
れ
る

同
学

会
反

文

京
大同
学
会
では
全
掌
超の
ス
ト決
行

分
針
に
対
して
齪
麗
基鵬
法
も
免許
法

もと
も
に
ス
トを
決
行ず
る
ほ
ど窟
六

なも
の
で
なく
、
時
期と
場
合
によ
つ

ては
ス
ト
も薩
サ
な
いが
今
匿
の場
合

は反
対
態
匿
を表
明
し、
協
馨
蕗
会

を開
く
必
要も
み
と
めず
、
甲
央委
員

会を
闘
い
て
閏明
を出
し
定

な
お
代
表
が
鳥養
総
長に
会
見
して
両

法
粟に
つい
て
意見
を
た
じ
し
た
が

「あ
え
て
問題
に
ず
るに
足
りな
い
」

と
い
う
結
論を
え
て
引下
つ
た

各学
部
自
治
会で
は
つぎ
く

に学
牛

大会
を
ひ
ら
き態
度
を快
め
る
はず
で

ある三
高
も
盟
休官
言

三闘
で
は
五凋
+
白
、生
徒
大
会を
開

傾
、
ス
ト
ラ
イキ
實
欝を
賛
威
一四
一

反
対
六
八
保留
泳
で
可決
し
た

な
お、
ス
ト
ライ
キ
の期
日
は
敬育
職

員珀
許
法
、
國立
蟻
校灘

基纒
法
の

國会
上
糧
と
いう
切
迫
した
時
期か
ら

娘
める
こ
と
にな
り
闘争
誌琵
会
に委

託し
て
い
る

ス
ロー
ガ
ン
は、
一、敢
甫
層
鐸埆
額

一、
白
線
浪
人な
ら
び
に旧
制
高校
三

年
の蟹
任
あ
る解
決
、
一、
大
学
を縮

少す
る
國
立
掌校
殿
麗法
反
対
、
プ、

治安
維
持
法
を復
活
さぜ
る
可
能性
あ

る教
両
職員
兜
許
法反
対
の
四
項
目

であ
る整

萎
簿

酢

意
的
中
立
を
噸

へ

演速
高
按
で
は、
さ
る五
月
六
日
、生

健大
会
を開
催
、百
二
十四
対
十八

(甲立
一一十
五
)を
も
つて
、
大
学
法

の
分
案
で
あ
る
「國
立
掌校
搬
周法

案』
お
よ
び
「数
育
職
爵免
許
法
」
に

反対
し
て
ス
ト契
入
を
宣言
し
た

同較
で
は
、
た
Ψち
に
街頭
宣
傳
、署

名蓮
動
、
近
辺
諸校
へ
の
アピ
ー
ル奪

と置
は
ん
な
霞動
を
括
麗
に展
開
して

い
る

ζれ
に
対
し
、教
授
蝿で
は
、
緊
態懇

越
意
志
表
明

談
会を
閑
3
、湘
動
自
体に
は
賛
意を

す
るが
、
ス
ト決
議
に
いた
る
手蘇
、

お
よび
授
業
鋤棄
の
点
にお
い
て
不緬

で
あ
ると
し
、消
極
飽な
好
意
的中
立

の態
匿
を
と
るこ
と
とな
つ
た

全轟
鵡

藍
月t

日
よ
り五
日
間
巣」へ
(ま
π
は中
大
)

で
瀾か
れ
そ
、
最初
の
コ.日
聞は
現
在

と
られ
,」
あ
る文
教
奴策
に
対
す
る

批
判と
対
策
を決
定
し
、第
四
、
五
日

は
叢
梱
別
協議
会
が
開
かれ
る
、束

犬
か
ら
は
四
、
五名
の
代表
を
迭
る

養

原
則
的
に
全
学
蓮
支
持
を
表
明

"
至
幅
の
支
持
を
惜
し
ま
ず
"

日
本
文
化の
一大庖
機
で
あ
る、
こ

の
時
に当
り
、
全
國学
生
諸
看が
、

勇
敢
に
も研
究
、
教奇
お
よ
び
文化

を
守
ゐ
た
めの
大
的々
な
抗
潟蓮
動

に
突
入
せね
は
な
らな
く
な
つ
た心

情
に
我
々
は価
脇
の
同惰
を
よ
せ
る

と
共
に
、
その
蓮
動
に出
巫
る
限り

の支
擾
を
憎し
ま
ぬ
もの
で
あ
るこ

とを
こ
」
に声
明
す
る

なお
協
議
会は
、
今
後
運動
を
よ
り麗

纐
に、
よ
り
統
一的
に
推進
す
る
た
め

大
改組
と蓮
合
し
、
敦
甫復
興
防
傷同

盟
へと
発
展
飽解
縄
をと
け
、
十
四
日

全天
阪数
萄
防備
大
A郵を開
く
予
定
で

あ
る

再
び

ハ
ン
ス
ト

へ

塗
艶
娼が
スト
魍
勢
をと
」の

膨

え、
浪
高
は
ずで
に
スト
に
突

入し
、「教
爾
の蟹
民
地化
を
救

解

乙
と
・
今
や董

ス
・
の波

串

は
全國
に
拡
大
しよ
う
とし
て

い
るが
そ
の
圭な
原
因
は
「國
立学
校

設置
法
-「教
育職
飼
免許
法
」
が
、今

月
甲旬
頃
國
会を
通
過
せん
と
見
られ

て
おり
こ
れ
等法
累
は
、國
民
の
目
を

の
がれ
る
た
め
、「大
撃法
漿」
と
冒う

形
をと
ら
ず
に分
融
し
た
法漏
と
して

翅
出さ
れ
う
と
醤う
解
釈に
よ
る
も
の

で
あ
る

闘、
こ
の
法
業は
大
掌法
原
築
に観
定
さ
れ

る
、
「設
置
」「組
樋じ
「定崩
」
に
開

ず
る
もの
を
國
立学
校
に
拡大
し
、
か

つ具
体的
に
各
学校
の
掌
部
編威
や
足

函
を
決
めた
も
の
で、
メ
麗
十五
條
附

闘
十
噂一二よ
りな
り
、
「掌
校
醗
置
基踏

法購
」
、
「敢
向
職
員
兇許
法
躍
」あ

るい
は
交
敢
予蝉
と
盆接
な
関
適
をも

つて
い
る
、別
表
に
よ
ると
、
京
都大

学
では
、
三
高お
よ
び附
閥
医
願
を合

併
、交
、
理
、医
、
工
、農
、
法
画経

教
脅の
八
掌
部
をも
ち
、
研究
所
は化

研
、人
交
科
掌
、結
核
、コ
掌
い
木
材

第四
條
に
研究
所
の
項が
あ
る
が
、こ

れは
す
で
に
縮
雀
統
合、
予
算
剛
藏

が
行わ
れ
、
研究
所
の
鋸薇
は
輿
質
上

挫
ん
でい
る
も
のと
箆
られ
る

さ
ら
にこ
の
法
累
で
特
徴的
な
こ
と

は
、例
え
は
崩
八條
「讃
座
また
は
ζ

れ
に
かわ
る
べ
き
もの
の
種頻
は
交
部

サ

大
学
法
ε
二
法
案

国
立
学
盤

置

法
案

入
(巽
、
疾

六七
人
、
葵
、
二

厚
生

女
学

部
問

題
再

燃
す

起
つた
こと
に
あ
る
ので
、
寅大
の
同

既郵
丁
一源
要
結し
た
か
のご
と
く
思
「を
鱒
重
した
の
で
あり
、
　名
の
み
深
じ
事
件
に
も共
角
な
こと
た
が
自治
会

わ
れ
た京
大
病
院
霜護
踊
不隈
用
問
題・
用
し
婚
る
威
綴
で
あ
つ
た
た
め
で
あ

の活
動
者が
不
深
用と
な
2
た
い
るの

冥
舞

蓮
約
し奮

六
島

る
、
嚢

の
公
開は
不
撃

こ
鞭
は
如
何

し
、
さ
らに
九
日
病院
は
不
探用
者
に
に
は
箪
政部
も
圓意
し
く
い
る

院
畏

そわ
は
ひ
が目
だ

対
し、郵
日
甲
π審
宿
舎
を
立退
く
よ

掌
生
裸
用
試
瞼が
嚴
正
を欠
き
、
結
局
立
退要
求
撤
回出
入
に
対し
て
は

う
要求
し
て
灰
た、
こ
れ
に対
し
ぶ
穴
職
組
の
黙心
な
変
ル要
求
に対
し
承
誠
胃
を
左
右に
し
て
結
詞を
避
け
、ノ
{

難

叢

難

蕪

輿麗
る髪
掌肇

を全部
露
短
辱

串鯛
輻

議
し、
た
だ
ち
に立
退
要
求撤
回
を
申
襟
用
ず
る必
要
はな
の、
しか
も
就
職
聞
き
流し
、
抗
談
文を
受
け
取
つた
の

τ
入
れる
こ
と
に建

、折
豊

時
過
試
馨

る以
・役
に
立
つ人
間
養

み
謬

逃
げ
込
んだ
・
な
お畦
鑓

一姦
蓑

へ
出
席の
た
め
同題

現
れ
學

る
畠
が
搬用
高

竃

急、
こ
薯

ん
ほか
茗
は
九
旱
前
+
要

た
菊池
院
長
を
廊下
で
取
囲ん
だ
、
以
れ
は
ク
ビ
キー1
では
な
い
から
職
組
の
一り
ふ
κ
」ぴ
ハ
ン
ガー
・ス
⊥
ツイ
略

下
薯
の
間
に
取り
誓

れ
乙
哩

器

す
る問
題
一婆

い

一r
入
つ
π

答
であ
る

一
学
生
間
題
は
この
畝うな
問
題
が
一

一
嚢

誠
意
が無
い
の
では
な
い
、
一

r露
耀
簾
襲

全
学
蓮
ス
ト
の
導
火
綜

食
糧
科学
で
、
職
侵定
飴
は
三四
五
三
省
令
で
定
め
る」
と
あり
、
交
部省
令

で大
掌
法
が施
行
出
聚
ると
い
う
ζと

五
三
一人
)'で
掌
生定
邑
は
嘗
いて
な
で
あ
る

い
が
、
旧制
大
学
高竃
の
襲
口縮
少
た
'そ
の
こ
と
は肚
会
敬
急法
冥
第
四五
條

る新
制
大掌
設
置
が
明交
化
さ
れて
い
魔
一項
、
お
よぴ
第
四
六摂
、
閉
一項

る第
三
條
によ
り
、
学
生数
に
お
いて

の
「学
校
の
管理
機
闘
」、
歌
育
勇
許

も統
合
鞭
少さ
れ
る
こと
は
明
白
であ

法
鑑、
第
二條
、
第
二
項
の
「大
学
の

蓬
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理
自
治
会
も
動
く購

大阪

阪
大
理
学
部内
の
「大学

法累
対
策大
阪
地
方
籍

会
」
は
・華

湊

り④

ス
ト指
令
、
およ
ぴ
浪
高の
ス
ト突
入

に関
し
、
五
月七
日
対策
協
議
会
を開

い
た

当百
、
穆
加し
た
阪天
医掌
部
、
同理

学
部、
大
商六
、
大
高
、
浪
画
、将

立女
尉
、
市
立女
晦
、
その
他
公
立各

馬
門学
校
等
多数
の
教
職澱
、
掌
生代

表
は、
協
議
会側
の
提
案「ス
ト交
持
」

を
めぐ
り
終
始
激烈
な
酌諭
を
行
な
つ

た
が、
け
つ
き
よく
左
のよ
う
な
画明

競
を発
表
し
、
その
態
度を
決
定
した

声

明

書

去
る
二月
、磨

は
大
掌抵
粟
の⊥

し

提
を企
図
した
、
し
か
るに
全
國
敢

職員
な
ら
び
に掌
生
、は
て
は
市
氏

労
動書
を
含
めた
匿
い
國民
一般
の

大反
対
に
あ
い、
と
らて
い
原
素
そ

の
まま
で
提出
ず
る
こと
は
爪
可能

であ
ると
見
るや
、
手
を変
え
て
予

鐸
副減
に
ほこ
先
を
禰じ
、
全
國
民

の
硬求
を
処
親し
、
必
要盤
の
幽分

の
一に
も
価
た臓
、
全
く数
禽
・
研

究な
らひ
に
交化
を
破
壌ず
る
文
敢

予
算を
作
成
した

し
かも
当
初
の我

の々
要求
で
あ
っ

た
大学
法
案
の民
圭
飽機
構
、
大
衆

舶
酎議
に
よ
る作
製
お
よび
即
時
公

開
をず
つ
か
りふ
み
に
じ
つた
の
み

か
、全
閾
学
生
の切
実
な
鋒橿
の
講

開
をも
故
意
か
つ全
面
的
に抹
殺
し

さ
らに
原
累
を分
割
擬
装し
、
内
容

を
殆ど
温
存し
た
「國
立学
校
裂
凹

法案
h
敢
育職
員
免
許法
案
」
を
」

い
に議
会
にL
鯉
ず
る
に至
つ
た

この
よ
ら
な
こし
は
民
主圭
義
の
根
}を
して
一名
を
銑る
つ
もり
で
あ
つた
}

本原
則
に
蓮反
す
る
も
ので
あ
り
、
一こ
れ
は厚
生
女
掌部
の
敦
醇者
の
意鼻
　}

　
　

　

　

ド
ヒ
　

　ロ

ま
た
も
揉
め
る
繊
維
專
問

}

罰
共
羅

辞
馨

讐

-

}

さ
きに
r
十
七名
の
大
量
肌昏
看
を出

し
て、
全
國
鮒
に注
目
の
的と
な
つ
た

京
都繊
維
尉
門で
は
、
四
日、
ま
π
ま

た共
産
党
員
古賀
助
敦
授
の辞
職
勧告

嚇
件を
慰
起
し
、さ
き
の
立敢
大
窟
川

敢
授縞
件
と
岡監
質
の
も
のと
し
で
蘭

大
波
紋を
投
じた

三
月
一日
よ
り
起
つた
停
学処
分
は
、

既
報
の通
り
で
あ
るが
、
そ
の後
学
生

側
は
交難
激
裂
とな
り
、
個
人的
に
処

分
解除
の嘆
鵬
瀞
を出
す
冶
沫、
(
人

の
退
、停
掌
看
を除
き
後
は全
部
処
分

解
除
とな
つ
た
が
、《
日教
授
会
噂
綜

合
し
て
調査
の
結集
今
次
事件
にお
い

て
重
漿な
ポ
イ
ン
トに
あ
つ
た
」と
ま

た
も
や
紡織
科
の
窟永
齎
を
無期
停
掌

に
処
した

こ
れ
より
先
、
四
日、
岡
村
校長
は
西

賀
助
教授
を
呼
び
出し
、
「今次
事
件

に
関
し
て掌
生
を鳴
動
し
、
掌
内e
政

治
活
動
をし
で
、
これ
を
防
ぐ能
力
が

あ
り
な
がら
身
を
挺し
C
防
がな
か
つ

た
」
と
の理
由
で
辞職
を
勧
告
した

こ
れ
に
対し
五
月
九
日、
安
田
日教
組

副
委
爵長
、
煉
田
全官
爵
配
長
、古
賀

助
数
授
をは
じ
めと
し
、
被
処分
者
七

名
は
梅
原総
務
課
長
に会
爵
、
本象
件

一に
対
し
て
の甫
考
慮を
要
矛
i.アが
、

鑓

ー

上京塁

を
も
って
正
式
の解
箸
を
撤
否し
・ホ
一　

ら
に個
人
の
慧
見と
し
て
今回
の
学
校
一

側
処分
を
肯
定
した

新
探
用
に
希
望
あ
り

現
給
費
生
か
ら
は
減
額

学
辱
活々
の
騨
乏化
に
よ
る

開

奨
学
生
志望
の
増
人に
反
し
一

飴

警

予
譲
鍛

され
・
今
廠
を
憂
、
交
響
に
麩

を釜

ず

哨
年
度
爵英
会
の
新規
漆
用
は

{で
、
頁
六
爵尾
騒
課
長
は、
去
る
七
一全
國
三、
四
百
名
の許
容
人
数は
、
新

}

ほ
と
ん蒙

能
妄
霧

の
ど
れ
に
よ段

先
匹
響
馨

楚

写貫醗明く上)友算協議会会

場(下)会場に慧ぐ各校代表

葦
≡
≡
≡

制
大
も
含
め
て
六
モ

、一白
人
に
増
加
δ

一
れ
る
こ
と
に
な
∂
7
が

「
こ
れ
に
よ
つ
て
も
東
人
唱
は
新
規
操
用

　

縣撫
欝
難

　,
こ
と
を
厚
生
課
で
は
強
対
中
で
あ
る

,
現
在
の
興
学
隼
は
、
京
人
た
け
で
九
九

}

鞍

嫡韓

華
納鐙

壌
舘

動

暫
楠

票蟻灘
難
鰹
欝

灘
購鰐
墾
込
降
難

一
慾

いだ
け
皇

い
う
のは
聾

の
こ
き
誰

発
舞

な
.・

磁

ろう
、
整
し
脅
も
出
來る
査

新
制
天
学
会

.

の
努
力
は
し
て
硬
た

ー
-今
後
も
ま
π

一今
年
度
の
新
制
人
学
入
試
に
お
い
・
は

やる
つ
も
り
た

現
在
の
奨
学生
諮
君
に
も勲
の
瀦
だ

が
同
学
に
舌学
香
の
あ
るこ
と
を
見

捨
て
る
のは
余
り
に
も氣
の
羅
だ
、

今
ま
で
も
奨学
生
の
中
で自
発
的
に

この
こ
と
に
つい
て椙
談
し
に
聚た

も
の
も
あ
る、
も
ち
ろん
、
掌
生騒

君
の
承
藷な
し
に
弼行
す
る
こ
とは

し
な
い
し
また
出
來
な
いか
ら
、学

生
譜
君
の
協り
を
心
か
らお
願
いず

る奨
学
金
手
円
に
引
上

藏
嚢
鱗

れそ
れ
入
百円
に
引
ま
げら
れだ
、
貸

費人
員
は各

唖々
五
人割
当
て
ら
れC

い
るが
、
予
賃
木編
威
のた
め
確守
は

み
τい
な
い

管
撰

関」
と旨
う
交
鷺
が
「大
掌
法
あ
る
が、
問
題
は
襲五
條
嶺
二璃
廓
七

賦
峯要
綱
」
の
「簸
埋
委
齢会
」
を
意
嗜号
の
規定
、
「日
本國
厭
法
願行
の
日

厳
す
るこ
と
を見
て
も
明
らか
で
あ
る
似
後
に
おい
て
、
日本
國
懸
法
また
は

二
、
藝
趨

員
辞

法
案

その
下
に竪
し
た磨
を
努
で
破

壊
ず
る
こと
を
ま
張ず
る
政
覧
その
他

こ
の
法
嬬は
総
則
、免
許
秋
から
始
ま

の團
体
を
結成
し
ま
たは
こ
れ
に加
入

薪

幾

欝

墾

齢
看
」
は兜
許
の
賢絡
を
失
う
の㌣

際
に
定
め
穿
ぺ
で
の綾

(紹
園
か
き
贅
およ
藻

爆
薩
よ

をふ
く
む)
の
敦
齢と
、
敦
甫
委員
会

り
ずで
に
結
肚を
認
め
られ
て
い
な
い

の敦
育
長
、揃
灘
主
扇
の質
格
免
肝に

の
が当
然
で
あり
、
全
然必
要
の
な
い

関ず
る
質
的基
肇
鶏
定
す
る
も
ので

規
定
であ
る
、も
し

こ
の規
定
が
現
存

あ
る

し
、か
つ
憲
法
の保
護
の
下に
存
在
ず

免許
の
授
讐
格
は
、十
八
歳
以
上
の
る
特
定
の政
党
およ
ぴ
團
俸を
指
ず
も

も
ので
+
=
年以
上
の
掌校
敢
育
を
受
の
で
あれ
ば
、結
肚
の
自
由
を否
認
す

け
たも
の
で
なけ
れ
ぱ
なら
ず
、
禁
治
る
と
いう
童
味
で廠
法
第
十
四條
違
反

薯
、
廼
蓬

者
、
羅
薯

は
そ
ぎ

ると
いう
暴
歪

ら
れて
い
る

蜜
格
の
効
力
のな
い
こ虞

藷

飽

(鑓

雷)

な
こと
で
あ
只
別
に
か
」る
法
累
を

特
別
に齢
け
る
必撰
の
塗
柄占
こ
ろ
で

喝;9ニ=二一二層=⊃」Oニニ二一二噂二■

新
制
高校
の
卒
築生
お
よ
び旧
制
高
校
策
を
ね
つで
い
る
、西
部
構
内
の武
偬

量

票
受
撃
る
が
、
語
に
編

に
有
利で
新
制
に対
し
て
は不
利
と
見

ら
れ
る向
き
が
ある
の
で
、受
瞼
に
際

し
臓正
な
公
卒
を期
ず
るた
め
、
旧制

三
高数
授
蓮
には
、
今
度の
入
試
に
は

至
然タ
ツ
チ
させ
て
い
な
い

λ
駄問
題
嘆
製に
あ
た
つて
は
、
頁大

各学
部
の
教授
、
助
敢
授が
大
勢
で薗

案
を作
成
し
、さ
ら
に
その
案
に
もと

ず
いて
基
本五
課
目
(國閉
、
数
掌
、

外
國鵠
、
理
科、
融
会
)に
つ
き
それ

ハ＼
一人
あ
ての
脚
任
看が
っ
い
て、

都
合五
名
の
鼠瞼
貿任
書
が
試
瞼
問題

侮
成0
答
累
審議
に
当
つて
の
全
賀任

を
負う
と
誉う
構
成
にな
∂で
い
ス、

旧
制、
新
制
の取
放
い
に
つい
,て
は、

真
大と
し
て
は公
李
を期
ず
る
た
めの

万
全の
注
愈
を挑
りで
いる
♪も
り
で

あ
る蓮

動
部
協
議
会

新
制大
会
に
お
h,
体
育が
正
課
とな

る
ので
あ
るが
、
全
撚予
算
を
與
え
ら

れ
ず、
大
学
の金
で
こ
の質
用
を
購う

の
であ
る
か
ら、
濯動
部
選
手
を
、体

両
課の
助
手
にで
も
して
劃
用
し
、ま

π
藁動
施
齪
の抑
充
にあ
た
,
て協
議

会が
絹
当活
溌
に
う
こ
いて
い
る
のご

一股
買
つ
て先
既
團
の寄
附
暮
耀
rも

のり
出
し
て
いる
わ
けだ

宿

含

問

題

新制
人
学
が設
置
さ
れ、
目
下
宿
會の

問題
は
緊
急の
対
策
を必
要
Gず
るが

何
しろ
建
物が
不
足
し
τい
る
の
で、

企藁
看
に
受講
い
経
営
でも
さ
せて
や

る以
外
は
なか
つ
うと
、
現
在
そ
の対

殿
が
あ
るが
、
こ
れは
捧
育
館
か、
掌

げ

生
の
交
佑脹
饅
に
利用
ず
る
つ遡
り
で

い
る

行
悩
む
音
樂
会

学
者
の
卵
は
優
遇

特
研
生

新
年
度交
部
予輝
の
剛
減
に峰
い
、
そ

の
存続
が
危
ぶ
まれ
て
い
た大
学
院
特

別
研
究生
輸
費制
匿
は
、
こ
の罵
文
部

省
a
りの
正
式通
蓬
に
よ
り存
號
ず
る

こ
と
に決
定
、こ
れ
に
よ
り註
衡
も
の

h
灘

東京大學㌦新

同
学
会

と

菖
麹

局
が

対
立

東大
に
は
醐
堂が
な
く
、い
ろ
く
な

近
日甲
に
解
決を
み
る
はず
、
こ
れ
に

催物
は
映
画
や講
贋
会
は別
と
し璽
ほ

つ
いて
関
係
脊は
左
の
ご
とく
韻
つ
た

と
ん
ど
本
館
階上
ホ
ー
ル
で行
わ
載、

同
学
会小
笠
霞畳
欺
ー
ー
これ
は
明
ら

と
く
に
同
掌
会
およ
ぴ
そ
の下
部
團体

か
に臨
務
局
内に
お
け
る掌
生
の
括

の
主
鰯
ず
る
智樂
会
は
昨
年以
來
諏
防

動
にた
い
ず
る
不当
モ
渉で
あ
る
、

根
自
子
、
辻
久
子、
原
千
慧子
、
卒
岡

理
由も
は
つ
きり
じ
た
も
のが
な
く

藝

箋
流
翼
家
を
つ
ぎ
ぐ
に
招

学
薯
を
入
れ
ずに
か
き
文
化
行

ロ

い
て
学生
お
よ
ぴ
市民
か
ら好
騨
を
博

事
が
放り
立
た
ぬこ
と
を
分
つて
お

し
雍

が
、
蕎

か
・
同護

葱

がら
、
阻
止せ
ん
毫

の
は

一
学
生
蓮動
を
目
然的
に
動
き
のと
れ

た
い
して
掌
内
警
備と
学
生
文化
活
動

の
藁

・
掌
外
妻

墾
は
豊

ぬ
謝
童

琶
で
あ
・
、欝

な
い
、
硬用
日
時
に
つい
て
は
+分
椙
【
に
今
凍
で通
り
や
つて
ゆ
く
つも
り

談
し
て
や
るよ
う
に
して
も
ら
漣
趣

で
あ
る

霧

畿

野

祭をひ[内灘
騨

融

難

かえ
、
敬
交々
捗
し
たあ
げ
く
や
つと

持
つ
て
いな
い
、
た
"掌
内
の
盗難

藤原
義
江
、大
谷
洌
子
の替
樂
会に
使
【
防
止
と
掌生
交
化
活動
の
驕
泣
と限

用ず
る
こ
と
が出
來
た、
こ
の
問題
憶
、
界
と
を
考え
、
掌
外者
を
入
れ
るこ

同掌
会
叩
只委
員
会
でも
取
り
上げ
輔

と
は
反
対で
あ
る

導課
を
通
しで
塑
洗
を開
娼
し
たが
、

ま
た
、
予
算の
な
い興
行
を
す
る属

合
は
あ
ら
かじ
め
感務
局
と
も帽
談

し
て
も
ら
いた
い
と思
う

貸
費
制
拡
充
さ
る

整
理
r
と
㍗ま
り
は
した
も
の
」、
ぞ
一

の
た
め新
だ
に
給
費生
と
し
て
探用
声
・

れ
る
も
のは
ご
く
9
数に
遇
ぎず

そ
れ
を補
う
ぺ
く
新た
に
大
掌院
㌶

一研
究
養
喬

肇
窺

る
こ.爵
な
・

つた
、
・)れ
は
今
嬰
響

が大
呈

育
英
会と
タ
イ
ア
ツプ
し
て
蟄け
た
も

一の
で
、今
後
は
順
次
}」の
制
度
に切
り
一

換
え
られ
る
筈
で
あ
る

現
在
櫛
大
に
は
一期
一年
・
一期
一矩

の
大
掌
院
課程
を
通じ
(三
月現
在
)

㎝
=百
六
十四
各
が
在鞘
し
、
一朗
の
学

π
は
月
額五
千
八
白窺

の掌
牛

は
月
額
七千
円
の
輸費
を
受
けて
い
る
一

給
費
生高

額を

+
五
年鍵

二

借
り
受
け6
貸
費
些四
十
∴
名
につ
い
一

て
は
、目
下
各
掌
部別
に
人
掌
院新
入

生
を
対象
と
し
く鍵
衡
が
行
われ
て
い
一

る
が
、
ずで
F
在
籍せ
る
掌
生
逼に
2
[

い
て
は卒
榮
ま
で
ひき
つ
ず
3
交給
さ

れ
る
邑
に正
式
に
決定
し
て
い
る

び
ぐ
に
な
り甲
止
の
噂
ずら
あ
つた

大
学院
新
入
生よ
り
の
新規
撲
用
も脚

時行
わ
れ
る
P」と
に
な
つた
、
L炉
し

財
政上
の
理
由か
ら
こ
」に
も
整
埋の

大
ータ
が
ふ
Zわ
れ
、
幸
い
酬
暇の

掌
資
の
工面
に
四
著八
苦
の
　般
掌
塵

蓬
に
反
し筒
額
の
給費
を
受
け
、し
か

も
税
の
心配
も
な
文、
薗
切
り
の懸
愈

薗

昨
年
の
今頃
は

官
立
八
学の
授

業
料
が
《畠
」

か
ら
千
八百
円

に
値
上
πな
L

・
な
い攣

は
罹
錘

に墨

お
び
や
か藝

も
な
＼
文
響
も

零

…

○
◎
O
φ
$

.

.
■
3

0
.
O
.
ρ
■
○
●
3

…

■
●
■
ゆ
■
●
■
…

3

●
●
●
●
■
6
乙
垂

●
ε

の
■
■
●
●
■
3

●
●
○
O
O
●
●
■
■
3

●
●
●
●
●
●
O
●
ム
▼●
ム
ー

ワ

難
鐸

醇
議
鱗

静翻輿と羅

鋸
金城

 

形
の
方蓄

お
に
よし
蛍

の
か
「止
し
,、、プ
。グ
ラ
ムに
戻
る
こ蜜

蚤

よ
・
棄
、
嚢

校
の
鼎難

蓬

て・
い
詫
書

く
か暴

隆
は
塁

まで
蓼

曳
き
翼
陸

まで
・

忙
傅
わる
名
翼
の
葦

御;

奮

て
行く
こ
と
菓

な
い
」(。
.

「野
守
(ぬ
も
り)
の
厳
」と
申
・
叢

、
てし
談
つ
た
、こ
の
墓

い
豪

な
さ
れ暮

、
露
牽

部
の遅

す五
月
雨
に蟹
る
一艦
一を
指
呼
の間
に

の
ぞ
む
奈良
女
高
師
の入
講
堂
、全
國

三
十
一の女
購
代
萎約
七
イ
名
を繋
め

五
月
ス
、七
の
両
日
にわ
た
コ
で開
か

れ
た
「全画
女
子
学
生協
議
会
」
は鵠

備
委
澱の
しと
や
か
な
お肇
」の
紹介

か
ら始
つ
た
、文
膠
女
土薦
「成
就偬

器
」の
大
楠
額
を曲
r、
演
壇
の画
側

に
はC
・1
・E
ぐ
スプ
友
史
ら四
名

　内藤
奈
良
女爾
帥
校
長ほ
か
数
各
、各
㎝

一校代
表
の
渉ぐ
後
F
は付
添
敬
授
が

皿

[

'

名ず
つ、
生徒
以
外
にこ
れ
た
け
が
山

式沼
待
者
とー
ぐ
発
瞬を
許
さ
れ
芦・

いう
、
ま
さ
に完
匿
の布
陣
-
あ
る

し
かし
、
親
睡会
に野
見
」
女
中
の講

演
と予
定
通
り済
ん
郡い
6
～ー
講車

蒙

・とし義

霧

麩

L
ケ
ィ
ケ
ッ
ト
に
⊃
h
で
」
な
ど
ち
よ

つ
と
鷺
に
な

る
韻
題
の
盛
ら
れ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
に
は
自
も
「
れ
ず
。
鵤
治

女
聯

(
富
捉ひ

な
ど
よ
り
賃
の
根
本
飽

性
絡
に
つ
h
て
蔽
し
、
遣
駅
か
な
さ
れ

た
の
で
あ
る
、
廿
魍

蒔

は
ど

こ
か
、

C

●
-

。E
の
」
.二

3
.な

、
か

J

・
E
三
宅
)
こ
の
会
を
ざ
わ
め
で
輿

認
鵬
舷
藷

◇

輝

生
ア
ルバ
イ
ト
に
つい
て
謹

蒙
蟹

塾
蓬

嚢
明
、
審

の本

「分と
7
ル
パ
イト
を
いか
にし
て
面立

暫

む
る
か
の膣

を
めぐ
ぞ
等

ち
に
酎
論
に
入
つ
た
が
、
こ
」
ご
も
箪

■
冒8
3騨3=
=一■一置
富≡
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層霧=3
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学

目

砕

論

8胃
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ス

ト

談

議

A
國
立
学
校設
蝦
法
購と
敦
鋤免

許法
が
國
会
に上
狸
さ
れ
ると
い
うの

裂
全
学
逞
で
はい
よ
く
ス
ト
指令

を
出し
た
よ

B
今
時
ス
ト指
令
な
んか
b
し
て

も
、
スト
に
謬
加す
る
茱

ん
か
い

な
い
よ。

A
そ
ん
な
こと
は
な
い。
す
で
に

浪
醐
2
二高
で
は
スト
に
入
つて
い
る

何
で
も十
四
日
陽
には
全
國的
に
ス
ト

麟
制に入
る
は
ず
だ。

B
し
か
し
全
掌運
の
組織
な
ん
て

つ
ぶ
れか
か
つ
て
いる
。
藷し
会
憂
の

編
λ
が悪
く
て
猫
詞局
で
は胃
息
吐
愚

A
会
費
の納
入
な
ど
はど
こ
の
目

治
臼
でも
同
じよ
う
に
悪
いが
、
喚は

こ
の
組織
が
全
日本
の
掌穿
の
意
見
を

代
表
ずる
も
の
であ
り
、
まん
こ
のス

ト
が
いか
に
窟
大な
魎
義
を持
り
か
に

問
題
があ
る
。

B
と
溝
う
のは
p部
の掌
生
だ
け

じ
や
な
いか
o
鯖
一に
ス
トを
や
つ
て

B
そ
う
、う
が
ち
ず
ぎた
畔
釈
は

や
る
必要
は
あ
る豪
い
。
問題
は
法
鋼

ヒ
糧
にた
い
し
'」学
些
ス
か
ど
れ
た

け
力
があ
る
と
いう
こ
一か。
イ
ア
考

え
て
み
る
と馬
帥1
～
㌧
ト
しフ
ー
な

ん
か
出
楽な
い
。

A
も
ち
ろん
そ
れ
に
よ
つて
確
実

な
効
果が
綱
ら
れ
るわ
け
では
な
い
が

み
た
つて
議
会
は民
廟
党
の紹
対
多
数
。無
関
心な
学
生
を目
ざ
め
させ
、
同
時

で
通
当し
て
し
濠う
さ
●
それ
に
ζ
の
に
政
府
およ
ぴ
議会
に
学
生
がこ
れ
導

怯
購
の内
容
を
艶た
つ
て
スト
撰
で
や
の
教
胃振
嵩
に
どん
な
態
度で
も
つ
て

ら
ね
ぱ
なら
ぬ
必
要は
認
めら
れ
な
い
の
ぞ
ん
でい
る
か、
と
派
す点
だ
け
で

A

モれ
丞
君
のお
目
出度
い
所
だ
も
十
分な
廠
驕
を筍
つ
て
い
るo

モ
ん
な
立恢
な
思趨
の
摺
主虜
多
い
か

B

それ
だ
け
自信
か
あ
れは
結
樹

ら
文
部
省も
蚤
近
では
思
湿
噛層
騨費
も
だ
。
琶か
ら
進
歩
的がゴ隔い
われ
た
自

出
さ
な
くな
つ
たじ
や
な
いか
〇
一つ
治
会
も
一向
に
やり
そ
う
に
はな
い
じ

の

一つ
細
かに
し
ら
べる
と天
掌
塗
屡
繭
や
な
い
か。

と
濁
妙
な形
で
結ぴ
つ
い
てい
る
じ
や

△
今
の
目
治魯
の
3
溺
遷
夙
共

な
い
かo

両イ
ン
が脚零
テ
!窪

で
い
へ。
改

署

蒔
は
耀
拶
陣
常
も
椙
当
活
躍
し
て

い
㍉
が
、
新
掌
年
r
入
つ
て
覆
塘
し
九

よ
ろ
う
。

B

7
♂

い
ら
ψ
自
治
活
動
の
間
濁

か
あ
Z
ん
じ
や
な
い
か
。
左

q均
衡
臥

愚
罫
・タ
足
ー

曳
も
ゲ
年
r
∴
は
騨
行
力

の
あ
る
カ
が
勢
催
を
筈

み
の
は
あ
九

り
ま
え
セ
。
所
詮
目
滑
活
動
も
滅
溜
声

よ
。
共
彦
覚
紬
胞
の
よ
う
π
ス
ロ
ー
ガ

ン
ば
ひ
り
か

Σ
げ
て
い
で
は
何
に
も
出

椰
な
、

A

共
冴
覧
の
や
り
方
ー
も
不
サ
な

所
は
あ
乙
か
、
世
界
の
状
勢
を
見
渡
し

わ
れ
ー
ー
び
貰
劒
に
歴
史
の
捷
み
行

匁

方
同
を
華

る
とき
、
監
歩㈲
よ
つ

湾
方
点
い
う
も
の
に
目
を
そ
む
け
・
の

敵
晩
i
ん
の
孝
;
理
田
は

寸
離
ー
か

カ
る
。

B

別
に
遙
歩
劔
で
あ
る
こ
と
が
題

い
・」
試
,
.・
h
る
の
邸
は
な
い
。
同
掌

舎

ド

乃

反
共
を
旗
凶
と
r
で
い

一

ξ
わ
け
こ
も
あ
る
ま

ー
。

A

7
才
.順2
ノ
ー
に
同
調
し
で
闘

箏
ー
表
ら
い
λ

(.う
。

B

も
ち

(.ん
僕
彬

,
.
皆
か
や
れ

ぱ
や
る

%

ー
か

)
や
、

も
甲
難
な

}

'
o

,ぜ
L

ブ

A

そ
れ
が
碧
の
懇
い
所
だ
。
冠
の

d
ハ
な
ネ
生
か
い
る
か
ら
、
掌
生
測
覇

朝

向
は
か
ど
ら
な
い
の
だ
。

B

僕
の
よ
う
な
掌
生
?

そ
ろ
11

～
か

し
'」
れ
が
現
実
じ
や
な
い
か
。

ヘ

ヌ
ト
が
ζ
の
現
写
の
克
旧
署
完

趣
山椴
δ
えず
わ
"匿
両
の
屡

p
ナ

4
n
え
、̂
〃
ノ
が
依
あ
o

れ
(蕎
川
では
学
校
が手
砥
を
開封
)

菰

され嚢

謹

建藷

滋兜
も
見
られ
な
か
つた
、
次
に
二、

一一[癸
欝
を
拾
つて
見
よう

日本
女
子
大
(本
圏
)
私た
ち
は敬
育

され
で
あ
る
のだ
か
ら
敬授
会
と
は和

かな
関
係
を
保ち
、
ク
ラ
ス組
蔽
を
剃

用
しよ

う

 

一彙京
友
高
師
(二東
)

忍の
学
校
で

は
竺徒
人
会
r快
謹
橿
が
與え
ら
れ
て

一女チ
掌
生の
翼
の
生
括向
上
の
た
めに

は
この
協
議会
を
全
掌連
の
下
部組
織

と
し
て
構
成
ず
べ
し
(大府
女
專山

西
)女
子
掌生
の
問
題を
女
亀
の
み
で

し

解
決出
策
ると
考
え
る
のは
ナ
ン
セ
ン

ス
(明
女
耶
)全
掌
運
に対
し
て
対
立

意願
が
働
いて
い
る
の
は逡
態
で
あ
る

全
掌蓮
は
こ
の協
繭
会
を照
り
た
て

蔦と
し
て
い
る
(凄
田
塾吉
田
)
お茶

へ
や
お花
と
女
性が・け
の
問題
に
限
定す

る
とサ
ロン
飽会
合
に
な
る恐
れ
が
あ

る
(高知
女
購上
田
)
尋
こ々
れ
を
全

学
運
ヌ子
部
(津
田
塾
の吉
田
は
「女

題
蓮
」を
運
発し
て
薩
長
より
注
意
あ

り
}
に組
織
し
げう
～ず
るも
の
と

『女
專
連
』
途
に
成
ら
す

ー
協
議
は
す
る
が
実
践
は
お
預
け
ー

な
5職
穐
の選
択
や
出
席
日数
ピ
及ほ
「い
な
い、
こ
の
カが
よ
い
と思
ろ～

下
密

な
ど
への
器

をい
か
与
・
触あ
鱈

も
、難

と
警

の渥

Pか
(奈
女
高師
鳥
居
ほ
か)
と
の
穏観

絡
の
不足
を
史
服ず
る
た
め
二看
協讃

な
意鼻
」、な
ぜ
女
ざ
掌生
が
タ
ンサ

ー
まで
し
なけ
れ
は
な
らぬ
か
、
授藁

料、
敢
育
予算
と
の
関
題に
お
い
て、

より
盟
い
硯野
か
ろ藺
脳を
搬
り
上げ

よ
藷

誓
田
、
盟
妥
奏

ヱ

と
する
融
進依
が
対
V
、酌
体
的
に砺

凡
な規
況
墾
置
終
償
しで
即
咋
附な

「髄
対
第
も
な
い
激
」
ア
ル
パ
ノ
ー
諭
事
は

封
切
ら
れ
彪
、
な
お
司
フ
ブ
女
朗

'
〇

一な
ゐ
麓
鰍
弓
h
,・一
3ー
〒
の
か
.
全
肇

壇

働

・・こ

'.は
攣
ー
か
こ
G
.
ず
、
何

δ
り
㌻

巧
パ
イ

臣

対
少
ノ
志
の

鮎の
鯛
儒
は
、
篤
肉
、

し・」
も
が
、
ど

会
を持
つぺ
し
ず
る
意
見が
強
醐
さ

れ
r
のみ
で
結
謝
r至
ら
ず、
一↑
二

藪

九
壌
湯
ら
蔓

　

◇幼
児
φ
ば
ぐ
㌧
め
◇

惰久
的
組
織
に
つい
て

人
阪
弔

立友
導
よ
り
礎
翼理
由
貌
明の
後
酎
諭

r
入
つに
が
、発
負
よ
0底
流
を
な
し

ノ
い
た釜
宰
曵
↓、(臨
田
卿、
喫
女
人

明滑
女
輿
～
入府
女
聯
等
)
〆一温
鯉
舐

全
望塾
こ
そ
こ
の台
に
射
立意
蝕
を
も

つ
て
いる
、
先は
し
ら
ず
に、'自
治
会

さ
え持
つて
いな
い女
購を
も
含
め
て

}莇
詣
罐
鐘
籔
灘

な
い女
性
の
み
の問
題
を
蘇り
上
け
る

組
徽
にし
よ
う
(匿
闊女
掌
院
越智
、山

口
女
　羅
函村
等
)と
す
る
事張
と
に
至

く
分
裂
、
た
ま
く

三
宅
女
史
よ
り

「出
席霜
は
掌
械代
表
か
、屑
入
の
貞

「格
か
」と
の
質
問あ
り
、
蕩
騒
然
」

な
つ
た
カ、
渥
乱
の恋
、惰
久侶
ヒ

た
と
い
う
ので
全
國
飽に
反
対
滝動
が

ま
き
起
り
、京
大
で
も
「噛
生
週動
識

やか
な
りし
頃
」
と
いう
虫
な
印象

一を
う
け
た
が、
今
年は
値
♪
し
π
のは

一回
甘
だけ
で
あ
つた
せ
い
か
、
[向

に
不
挑
租動
と
い
う
官僚
融
務
機鰐
を

一臨
繋

ザ麟鱗

同応肚痴
儀
齢
藪
難
酸

鍵
譲

勲
"糧

麗

の
疑間
を
桟
した
濠
Σ
買威
一+
一稟

で
憤久
圏
組
維化
に
決
定し
た

規
約侮
製
に
つい
て
は
会
の破
本
目
的

が
議顧
に
の
ほ
つた
が

滝
田
塾
軍
和擁
護
を
搬り
あ
げま
し

ょ
う
、誤
解
があ
る
と
い
けな
い
が
、

謙
藩
罪
墾

れ
が奥
し
い
雪葉
に
改
めて
下
さ
い

と
恒
久飽
組
徽化
層
度
を
保留
し
た
数

校
か
ら
のみ
憧久
飽
組
織
の恨
本
目的

に
閲冨9る発
醤多
く
、
オ
ヂザ
ー
ヴ
ァ

ー
東
文子
大
杉
森敦
授
π
指摘
さ
れ
て
皿

笹

めて

}

・日
本
女子
大
(本
田
)

層碑
鮒
な
面

　を
忘
れる
な

　紳
戸
女掌
院
(運
藤
)

外部
か
ら
阿

ら
の
イデ
オ
ロ
ギー
に
も
拘束
さ
れ
な

【い
こ
と確
諏
など
の
葺

が
よう
や
く
一

㎜憲

めた

凍
た
鹿見
島
女
溺よ
り
「協議
会
Gし

て
翼
見
の交
掬
機関
と
ず
るか
、
軍
践

ロ

困
な
目的
を
持
つも
の
こか
食か
」
ノ

の
動議
が
出
さ
れ、
オ
プ
ザ
ーヴ
ァ
ー

ア
ド
ヴ
ァイ
サ
ー
より
意
発
の交
襖
機

関
に
せ
よと
盛
ん
に発
魯
が
なさ
れ
πダ

が
、
崇女
高
師
、廣
島
女
掌
院、
灘
賀

女
騨
、
日本
女
子大
な
ど
こ
れ
慣賢
欣

す
る
も
の多
ぐ
、
結局
協
謡
機関
昌
し
゜

て
盤

「

◇
お
話
ル
合
の
機
関
◇

女
喫

悪

要

輿・
習
女
学
箋

万
上
ゼ
ゆ
く
し
、
ノル
パ
イ
・の
・

れ
藷

り
そ
の
箋
賢

は勇

面
よ
L
慧

c
い・
き

うか
も
知
れな
い

り
人
いに
馨

され
三

る

▼竃

の籍

蒙

艮
く
な
ぞ
・

サ

難
諺
熱
謝
鰍
羅
嚢
翻轍
m

滋
委
異
餐
奮
興
禁
董

掌
、
匿島
女
掌
院
・大
阪
土
手田
女
隠
一は
減
る
し、
困
っ
て
いる
も
の
の数
が

ラ部
蒙
。

会

司

易

第
.
董
・

溺

瀬
B6

毒

由自

'
交

ロ
シ
ア共
薦
肚
会

か
?

界

緩
畠

套

世

か
?

べ

顛
黍

騒

爵
ル

の
縫
を霧

響

講
け講

の
+
二
校

不
加
入髄
大
阪
友
医
大隔
名
缶摩
女

癸態
匿
傑
貿畦
東
京
女子
大
ほ
か
十七
校

最
初
予
想さ
れ
た
徽
温飽
な
容
疑に
対

す
る
痛
烈な
批
禦
女
子
掌
生
の劇
に

口
積
ず
る諸
問
贈
を
、孝

の
、さ
ら

には
入
間
の問
題
と
して
週
求
しよ
う

唐ず
る
管勾
に
よ
つ
く趣
行
いqれよ
う

オ
し
馬'こ
㌔は
旺
目
言
れて
6
い

)

(F
)

快
し
て
藏
つて
い
な
いこ
と
は
厚生
課

に
お
し
かけ
る繭
英
会蒜頃
看
の数
を

見
て
も
わ
か
る▼
そ
うい
う
扇
惰か
ら

当
然
の
隔結
と
し
て
、今
年
は
ま浄
ま

す
慨
嵐
に考
え
て
値
上反
対
や
適切
な

処
置
を
攣急
に
輿
環
す
るよ
う
r
窄力

せ
ね
は
な
らぬ
は
ずだ
の
に
、
そ
んな

田
は
ど
こ
にも
寄
こ
えな
い
よ
う
拶あ

る
、
こ
んな
氣
ま
ぐ
れな
学
生
渾動
な

}ら
「趣
陳
の価
足
」
にず
ぎ
な
いと
胃

一わ
れ
て
詮

方
が
な
い
▼
警
～
い

}
ヌ
・
零
」
蓮

近
・琴

甲を
目
本
の学
生
を
一堂
π婁
め
て勧
場

}の
拍
手
を
あぴ
て
数多
く
の
ス
ロ
ーガ

}ン、
謹題
繁
融
動議
を決
謝
し
て氣
焔

を
あ
げ
るで
あ
ろ
ら
全学
遵
も
なか
な

か
有
難
い
こと
こ
あ
6
が、
わ
れ
～

の
身
近
な学
ユ
生
佑
に対
し
て
は
お
d

　[そ冷
淡
押、
「ス
ロー
ガ
、.・を
良
～
7闘

一畢
せ
よ
」と
旨
わ
ん
はか
り
r
政治
晒

り一な
罐
鴬
に
粛点
を
お
きず
ぎ
で
い
ノ3

う
で
あ
る
▼こ
れ
は
ス
ー指
令
を
、笑

に附
し
て
圭捧
性
の
確
立に
つ
と
め、

鳥獅
総
艮
か
らお
ほ
め
の讐
藁
を
h物　

"い
た
京
大同
学
銭
の今
螢
の
活動
に

を
れ
ぐ
も
慧

せね
躾

畠
ζ

とで
あ
ろ
う
▼自
治
会が
あ
つ
て
もな

く
て
も
、
や
つて
も
や
ら
獄く
て
もh

一じ
よ
う
魔

のだ
つ
た
ら無
画
怯
あ

る、
九

え̀
赤字
r
な
,
瓜
雫
餌
よ

交化
祭
る
や
る宙
の
唯
脇ら
翫
・
β治

一余な
血
何
亀
を
や
て゚
弟瀞
㌻
r
"̀

な
珍
王
噂

宋題
糞

痩

軌

閣縣
黙
灘
慧

斐

主

親
族
的
身
分
の
変
賃

(
一
)
・…

ー

…

…
表
川

博

宮
沢
俊
墾
租
憲
法
大
意
(鮪
運醐
)榊
稠
籠

有

新
懸法
を
わ
かり
易
く
而
も体
系
飽
に論
遍
せ
る本
書
は
蕃

看
が職
後
初
めて
刊
行
ず
るも
の
で
世の
湯
耀
充
た
さ
る

谷
口
知
李著
不

当

利
得

の
研
究

薙

珀叩

独
佛
の「不当
利
轡
あ
学
隅
例
を
経と
し
英
米
のそ
れ
を

と
し

の

一
る
心
の
究
藍

め
ら
る

　棘

僕
は
大
学

一
年
生

四
月
X
x
日、
今
日
はS
さ
ん
に蓮

わ
せれ
ば
↓われ
く

に許
さ
れ
たた

だ
一つ
の
合
法
的
國
寒
予算
牧
転方

法
」で
あ
る
湾英
会
の
興掌
生
欝
申

講
手続
に
学
生
課
へ行
く
。
昨
日、も

う
今日
の
事
務は
軽
つ
たか
ら
明
日ま

た
」と
つ
づ
つけ
ど
ん
に誉
つた
女
の

事
務穏
が
相
変ら
ず
椙
確だ
ち
と
暇そ

う
にし
や
べ
つて
い
る。
話
頭
ほ
パ
ー

マ
ネ
ント
屋
の技
術
論
らし
い
。
髪
の

形
毎彼
女
た
ちの
美
醜
に大
き
な
影響

力
を持
つ
と
は旨
え
、
いく
ら
唐
も
ろ

こ
し
の
毛
を
ひ
っ
つけ
て
み
て
も
所

詮
、唐
茄
子
は唐
茄
子
だ
ろう
に
ー。

し
かし
唐
茄子
に
ま
ず
挨拶
せ
ね
は奨

学
生礫
用
の
手腰
は
と
つて
貰
え
な
い

う
つか
り
ず
ると
、
ま
た
「今
日
の嶺

務
は締
切
つ
たか
ら
」と
言
⊃
て
、廣

い大
掌
構
内
の何
処
か
へ散
歩
に
で
も

出
かけ
て
し
凍う
か
も
知れ
な
い
。渡

され
た
カ
ー卍
に
璽

躬
填を
記
乙

羅
ると
、別
竪
で
係
官
の員
由
面
接が

σ

あ
るか
ら
待
つて
お
れと
幅.旧う
。驚
い

た三
老

に余
る
董
か
待
ぞ

槍

では
な
い
か。
ど
れ
だけ
の
幽鍾鳳
を持

つて
い
る
のか
知
ら
な
いが
、
と
もか

(3)

 

や
つ
ぱり
民
職
バ
ツジ
な
はず
し
て
お

く
方
が有
利
だ
ろう
ね
」
と
醤
った
学

生
の
次に
面
接と
や
ら
受
け
る。

「家
庭は
浸
落
地叢
で
、
父は
な
宝

兄
が
いま
ず
が
、病
身
で
失
藁中
な
の

で
す
」ど
な
た
糠か
ら
お
麿り
す
る
の

か
、
まる
で
あな
た
檬
か
ら
「た
だ
」

で
R
うよ
う
な
卑屈
な
態
匿を
と
ら
ざ

る
を得
な
い
寧
氣の
中
で
、自
ら
皐
屈

な
氣
分に
な
つて
懇
願
し
、結
局は
「予

算
が
大帽
に
縮
少し
た
か
ら、
新
親
深

用
は
漢ず
見
込み
な
し
」
と露
う
解
答

を
得て
、
面
接辱
を
愚
てみ
ると
唐
茄

子
の
姿は
見
えな
い
。
ミ
ス掌
生
課
に

い
ん
ぎん
な
くし
で
去
る
は
淋し
と
思

い
なが
ら
、
屋外
へ出
で
み
ると
、
芝

生
の上
r
腰
を
下し
、
陽
元を
浴
び
て

彼
友
の官
吏
服完
か
、
國
家公
務
昌
怯

か
じ四
+
ハ
時間
醐
務
の
巽態
が
く
り

ひ
窪
ら
れ
て
いた
。

芦
生
の向
う
の方
で
は
「メー
デ
ー
に

参
加し
よ
う
」と
醤
い
たプ
ラカ
ード

を
立て
Σ
、
イン
タ
ナ
シ
階ナ
ル
の練

画
をや
つ
て
い
る。
今
日は
日
映
演
の

協力
を
樽
て撮
影
所
か
ら女
優
が
指導

r
聚て
い
6と
か
で
、
多勢
の
学
生が

群
が
つ
て
い

る。「立
て
飢え

た
る
看
よ1

覚
め
よ
わが

岡胞
」

大
掌
の
一角

か
ら
こ
らし

た
高
ら
か
な

歌
留
の
蘭
こ

え
る
のも
、
また
大
掌
総長
自
ら
が
メ

ー
デ了
に
参
加す
る
と
題
われ
る
よ
う

に
な
った
の
も
、大
学
を
よく
知
ら
な

い
償
にと
つて
思
えは
感
無
量
だが

ー
。
し
かし
この
欧
函
をは
た
し
て

麿
塑
チ凹
た
ち何
と
聞
いて
い
る
のだ

ろう
。(剛

田
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くこ
」の
面接
で
O
K
と需
わ
れ
な
け

れば
、
カ
ー
ドは
筒
英
会本
部
へ
は
廻

され
な
い
と
胃う
。
み
んな
不
賢
ぞ
う

な顔
を
し
て獣
り
こ
み、
あ
ら
ぬ
方
に

覗線
を
向け
て
待
つ
て
い
るか
つ
こ
う

は
僕
の
見
る目
も
い
た哀
し
い
.

待
つこ
と暫
時
、
唐茄
子
た
ち
のお

しや
ぺ
り
は続
い
て
いた
が
、
一人の

眉目
秀
麗
の長
身
の
学生
が
、
入
つて

衆
るや
途
端
にピ
タ
リと
止
み
、
さ
つ

と席
を
は
ず
して
唐
茄子
た
ち鳳
、掌

生
をと
り
かこ
ん
だ
。
ワ
ァく

と
い

う
談笑
爆
笑
が絡
る
と
、件
の
掌
生ポ

一ケ
,ト
か
ら
つ
いと
削
鑑を
出
し
て顧

茄子
に
渡
ず
と、
あ
つ
と思
う
速
さ
で

小
切手
が
彼
の手
に
護
る。
ま
さ
に全

國民
が
身
を
こが
し
て
勲望
し
て
い
る

お
役所
事
務
の還
速
化
、能
蛮
化
の
輿

現
だ。
姓
名
のは
し
く
れ
をだ
に
告げ

る
必要
も
な
く、
弐
千
唇百
円
也
を
蟹

甲
にし
て
学
蜂は
出
て
行
つた
.
興励

金
を貰
え
は
その
晩
宮
川町
で
す
つ
か

り
便
つて
しま
ろ
攣
聖
があ
る
と
い
う

働
が嘘
で
は
な
いよ
う
な感
じ
が
ず
る゚

の
は僕
の
ひ
か
めか
。

「思想
、
良
心の
目
由と
菖
う
け
ど
、
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ル
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璽
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い
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贋
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円
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る
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暴
力
ε
議
会
制

多
数
党
独
裁
轄
化
へ
の
危
機

戒

能

通

孝

こと
を
もし
形
式
飽
にだ
け
ろ
るな

い
かな
る
反
対
も行
わ
な
か
つた
。
漿

らば
、
東
條
は帝
國謹
会の
多
数
を背

際が
こ
の
恥
翼を
知
つて
い
だ
か
否か

讃
と
ず
る
支
配轡
だ
つた
。
幣
國議
会

は別
と
し
て
、彼
ほ
どし
ば
し
ば
臨時

の議
樋
で
あ
つて
、榮
條
に
ゲ
リ
昌餓

議
鹸を
招
堤し
た
内
賭
総理
大
臣
は、

飽な
反
抗
をし
た
人は
いる
け
れど
も

少く
と
も
敗職
以
前
に
おい
て
は稀
だ

正面
切
つ
て璽
條
内
閣の
提
出
す
る予

つた
。
彼
は藤
会
の
権限
に
蝿
す
るこ

賃な
り
、
法鎗
凝
な
りに
反
対
した
人

とが
ら
に
関し
て
は
、
でき
る
だけ
議

は
殆ん
ど
いな
か
つ
た。
だ
か
らし
で

会
には
か
つた
。
議
臼は
激
た
彼
を支

議会
制
と民
室
制
と
が必
ず
一致す
る

持し
た
し
、時
に
よ
ると
彼
を
も
って

と
いう
見
解
を持
し
て
いる
人は
、
粟

生ぬ
る
い
とな
し
、
彼
のお
し
り
をひ

條こ
そ
民
主
嫡々
の
轡化
で
あ
り、
彼

つは
た
く
よう
な
こ
と
もし
π
。

こ
そ日
本
謄史
の
上
に現
れ
た
、最
穴

粟
條
は
議会
主
義
春だ
つた
の
に、

の民
圭
々
義喬
だ
と
た
」え
ね
はな
ら

彼は
な
せ
独識
政
治
疑
の非
難
を
脱け

ない
は
ず
であ
る
。

な
け
れ
ばな
ら
な
か
っ
πの
たら
う

東
條
に
昔
殖威
し
疋人
は
、
今に
な

か。
そ
れ
は要
ず
る
に彼
が
議
会制
匿

って
か
ら
、俺
蓬
は
脅迫
さ
れて
いた

のよ
つ
て
立
つ人
民
の基
本
鮒
人権
を

など
と
、
しば
し
ば
口に
ず
る
。L
か

完
婁に
圧殺
し
繭
会
を
譲会
制
匿本
坐

し物
的
証
鋤の
示
し
たか
ぎ
り
では
、

の目
悶
外
に使
つ
た
から
で
あ
る。
菓

稟騨
が
兵
除に
議
酋
をと
り
ま
かせ
た
峰
の
独
裁者
飽
性
絡
を、
臨
会
制匿
の

こと
も
、
鰯
の々
譲
会を
舞

に身
体

形式
的
粋
を駈
れ
、
彼の
し
た
こと
を

的飽
瞼
の
下
にさ
ら
した
こ
と
も証
明

客観
飽
に観
察
ず
る
なら
ば
、
彼は
や

され
て
い
なか
っ
た。
赤
尾
敏
、中
野

はり
独
裁
主機
者
の
一人
で
あ
つた
。

正剛
と
い
うよ
う
な
、璽
條
よ
りも
つ
こ
の
こ
と
は麗
会
主
義と
民
ヰ
義々
の

と
右
の
連
中は
、
謬
を
非
難
して
い
連
関
を
み
る場
合
、
爵も
彊
い
一
つの

く
ら
か
懸
兵除
あ
た
りに
に
ら
衷れ
た
暇
示
を
興え
て
く
れ
るも
の
であ
ゐ
。

こ
と
が
あ
るの
だ
ろう
が
、
それ
も
彼

×

×'

×

ら
が
識
島と
し
て
の職
旛
行
使に
困
難

國
会
の多
数
を
碍
に以
上
、な
に
ご
[

舞
簾
解
嚢
額
難
能
や髪
勘餐
鮮
勃鐘

は
棄
條
の開
職
敢
策を
臓
迎し
、
彼
の
然
無
脱ず
る
立
場
ぐあ
る
。
すべ
て
の

提
出
し
た斑
蹴
職
讐に
た
いし
て
も
、

…

睾

賦
創
に
各
覧の
政
鍛
究検
討
して
投
薬
一醇
ぬ機
関
その
他
}切
の
手
段
左勤
随

し
薦

合
ごず
ら
・
多贅

が
含
世
芭

だ
け
に・
鰻
轟
監
な
劣
制
望

曹

に
國
民
の
』
剃
凌
》
け
て
い
る
と
千
.恥

一
穂
ぐ
あ
ム
。
か
、.て
h
本
C
滑
安
蔵

す
る
の
は
、
一
柚
の
炉
い
」
り
に
ず
ぎ

【
な
い
。
多
数
覚
の
外
に
ル
歎
瓦
の
乱
る

　}
こ
と
は
、
國
民
の
何
十
パ
ー
セ
ン
ト
か

琴

多
贅

註

任
し
て
い
な
い
琵

で
あ
る
。
だ
か
ら
し
て
彼
ら
の
い
い
分

を
全
く
き
か
な
い
で
、
國
会
の
数
醐
う

一数
でお
し
切
つて
し
奮
£

い
あ

.な
ら、
そ
の覚
は
東
幣
の全
猛
嘘代
と

少
しも
袈
ると
ころ
の
ない
、
独
裁等

の
一穂
で
あ
る。
ど
の
道趨
会
制
のあ

る
かぎ
り
、
最後
に
快
足権
を
も
9も

の
が、
多
数
霜
の覚
で
あ
るこ
と
は島

冥
で
も、
少
数樽
の
意
島
は
3こ
うと

せ
ず、
ま
κ
きく
だ
け
は
きい
て
も絶

対
に無
醍
ず
ると
い
う
の
であ
れ
ば、

妙
数肴
は
完
盆
K多
歎
雷
の奴
隷
鱒あ

る
。そ

の上
に
あ
ろ敷
覚
も
しく
は
そ
の

政覚
の
推
薦し
た
候
補省
に投
興
ず

るす
ぺ
て
の人
が
、
企面
的
に
そ
の

拝ム

制ロどノ巳

しアこ

蚊党

は
、

自炉
⊃蹴

ん

ない

罰み
1貝
盲ご

r
襲
力
の
法壁
的
ロ
アを
何
人
にも
囲

放
し
、
誰
でも
か
波
滑的
幡
力
の地
儲

「に就
い
κ
書
、
提
通
り
り行
動
を

取り
褥
る
噴例
を
囲
いく
し
ま
」た
。

彼
ら
は
醤
趙七
酔
と
いう
」し
、國
罠

駒韓
囎
臨
黙
鱒
聾

 いたわ
け
σ
はな
か
つ
た
こ限
わ
れ
る

。し
か
し
彼
bは
護
会
で多
数
を
占
め

た
と9
、
契
然
にい
な
お
つ
て、
治
反

維
持法
を
こ
し
らえ
て
し
濠つ
た
o彼

一らが
冶
写
維
博法
を
制
定ず
ろ
か
どう

かと
い
う
問
題で
、
議
会
を
一日解
散

し
ても
、
恐
ら
く多
数
を
得た
ろ
うが

覚、
そ
の
人
を儲
頼
した
と
み
る
こ

とも
で
9な
い。
あ
る
人は
そ
の党

の労
働
政
策
には
霞
対ず
るが
、
租

廃敵
勲
に
賢
鼠す
る
結撮
、
そ
の党

に投
頭
し
て
い
る
の
か
も
知
れな

い。
他
の
人は
そ
の
覚の
政
策
にた

いし
て
は全
面
飽
に
反対
す
る
が
、

候楠
者
の氣
前
の
よ
さ
にほ
れ
こん

で、
そ
の
人に
投
興
し
陀の
か
も
知

れな
い
。
ど互
ぜ
い
かな
る
政
党
に

せよ
、
す
べて
の
人
を
季等
に
困
ら

せ
て
や
ろう
と
た
く
ら
むも
の
も
あ

るま
い
か
ら、
何
か
の点
で
は
す
べ

て
の
人
に
支持
さ
れ
る取
樽
を
少し

づ
つ
は
も
つて
い
る
。し
か
し
それ

にも
か
か
わら
ず
、
意
識飽
に
そ
の

党
に
謬
加し
、
党
醐
とし
て
覚
の政

策
決
定
に影
獅
さ
る
地位
に
で
も就

いた
人
を
隙く
な
ら
、投
翼
嶺
の思

囎簸
鍛
罐
馨
縫
懲

制
眺
を
越
肱
-
獄
い
。
が
が
七
れ

に
も

か
か
わ
ら
ず
、
茜
後
制
桟
を
嘱
行
し
よ

う
♂

弓
.2
も
ω
は
、
目
d
か
営
6、さ
れ

り
い
r
よ
ぐ
、
人
厩
の
代

表
壱
℃
ら
こ
～
乞
恥
,
りし
で
、
溺
力
の

執
行
喬
κ
ろ
こ
と
σ
66
し
孤
い
と
こ
ろ

の
人

々
で
あ
る
。
議
へ、凸制
は
こ
れ
ら
の

人
々
に
ょ
2
で
民
避
干
戯
の
保
噸
ゼ
な

る
こ
と
は
ご
宮
加
い
。
彼
ら
は
本
質
に

お
い
て
爽
断
の
虫
孤
ご
あ
り
、
独
裁
主

漉
者

の
一
穂
で
あ

O
。
か
つ
て
紬
洲
で

は
こ
の
椥
の
連
唾
は
、

「払
匪
」
と

ひ

ば
れ
た
と
い
う
こ
と
σ
あ
る
か
、
日
本

に
お
い
て
も
濠
ん
法
齢
の
一
部
に
ず
ぎ

な
い
の
ぐ
は
あ
ー
凍
h
か
。

(
鐙
者
は

阜
稻
田
凄

整
双
)

処ll

卒
和
へ
の
悲
願

"戦
事
は
生
の
否
定
で
あ
る
"

一
も

知
れ
な
い
。

　　「
鮒
な
処
方
曳
住
配
し
碍
る
能
力
を
も
つ

で
あ
ろ
う
か
。
隣
入
愛
と
腿
力
と
の
椙 習

方
曳
ハりも
,警
を
わ
た

く
しは
眈
稽
に翼
え
た
か

し
か
し
私
こ
と
き
も

し
かし
多
数
で
あ
ると
い
うだ
け
の
理
・の
が
こ
の戸
大
な閥
題
に
対し
て
鰻
後

の
つく
こ
と
は何
で
も
ず
るよ
う
になり

皿るだ
ろ
う
。
けれ
ど
も
これ
に
よ
つて

こ
と
を
豪
績し
た
な
らは
、
投禦
看
}挑臓
さ
れ
て
いる
も
の
は、
少
数
の反

は
全
く
欺か
れ
た
も
の
にな
つて
し

濠う
だ
ろう
。
投
頭
日の
翌
日
には

こ
ん
な
こと
な
ら
投期
ず
る
ん
でな

か
つ
た
と肴
え
さ
せ
るよ
う
に
もち

こ
む
こ
と
に、
政
党
が
濠疋
政覚
と

い
う
よ
りも
、
箋

の
一種
に
ずぎ

な
い
こと
を曲
つ
て
いる
。

X

X

X

政
党
か
目己
の
受
取
つた
偏
頼
の隈

界
を
考
えず
に
、
多
数に
乗
じt
焦
払

を
無
脱
する
よ
う
な
行動
を
と
るこ
と

由
で、
暴
力
行
使法
を
綱
是ず
ろ
な
ら

ば
、
乏れ
は
灘
本的
に
み
て爽
條
の得

た
多数
に
比
し
、異
な
ろ
もの
が
な
い

の
であ
つ
た
。

民圭

義々
ひ
議碧
車
義
と同
睨
さ
れ

る
のは
、
形
式飽
多
数
蛍志
が
万
能で

あ
ろこ
と
を
趾
めた
た
め
でな
く
、謡

会
帯義
の
癖

のな
か
に、
酎
論
に
よ

つて
蚤
籍
な
るも
の
を
発
児し
よ
う
と

ず
る考
え
か
流
れ
て
い
るか
ら
であ

る。
し
か
る
に
この
種
の疑
持
を
初
め

から
も
た
な
いで
、「タ
ダブ
ッ
ロ
ン
」

者
ど
も
と
ほ
絶対
に
ロ
もき
く
漢
い
と

}決
心ず
る
運
叩の
、
頭
数に
よ
る
多数

万
攣

ろ
な
らは
、
嚢
護

は
や

ク

はり
慰
力
に
よ
る独
裁
制
にし
か
な
る

こ
とが
で
き
な
い。
独
識嶺
は
そ
うな

ると
臼
己
の
敵
を弱
め
る
だけ
で
な
く

で
きた
ら
地
上
から
浦
ず
ため
に
、労

働
組合
⑦
嬬
動
を不
可
能
に陥
れ
、特

高
欝察
を
復
活さ
せ
、反
対
党
機
関紙

に対
ず
る
用紙
存削
減
し、
掌
綬
敦
角

雇

ん
ぱ
誓
せ
る
な
ど、
お
よ
姦

は
、
塾
力
制
の
端
初
で
あ

○
。
し

ひ
も

ろ
う
。
民
幸
々
義
は
議
〔r茅
戯
の
名
に

饗
壽
嚢
によ婁

論
駿

累
鴇講
縫

讃
窪
纏
鵬鍵

幸
…

i毒

ー

毒
…

環歌
に
た
いし
て
次
の
よう
な
勿体
ぶ

つた
批
諮
を
下さ
れ
る
4こ
〃
に
ちに

問
題
と
して
の
み
取
扱う
こ
と
は出
隈

な
い
と
いう
こ
と
、
問題
は
㌫
般な
民

室民
族
職
軸の
一袈
とし
て
取
り上
賦

おけ
る
日
本
の大
学
で
は、
現
欺維
持

山

秀

夫

に
駆
趣し
え
て
、「悪
に
抵抗
す
な
h
敵

を
も
営
せよ
」
と
いう
隣
人
愛の
鮪
理

の
み
支
配す
7り此
世を
建
毅
しう
う
で

あ
ろ
う
か。
賦
渥
、
この
こ
と
は囲
難

で
あ
ろ
う。
し
か
しわ
れ
わ
れ
は
つね

に
こ
の
理想
を
失
つて
は
な
らぬ
。
法

律
。政治
・國
罎
等
の々
嗜
察
に当
つ

の繍

附
凪土
に
面
,
たわ
れ
わ
わに

と
つて
は
、
備理
と
竜力
と
を
最
剥か

ら
川解
さ
ぜ
ろ鮪
理
か
耳
巴入
り
易く

こ
の
曽
っの
も
のの
相
剋
毛艶
る
こと

は
かえ
つ
て
多く
の
煮
司解
冷
輿
え
る

も
のと
し
て
受
取ら
れ
よ皇

し
か
し

か
よう
な
蝦
滋
の註
会
倫
押は
、
ヒ
配

の
ル
ター
i
ウ
ー
ムと
同
篠
の修
険
を

も
つ
もの
で
あ
る。
わ
れ
わ
れは
、
ま

ず
、深
い人
閥
性
の要
求
に
恨差
し
な

が
ら
、し
か
も
こ
の地
上
に
おい
て
実

現
さ
れ襯
な
い
か
も知
れ
な
い珂
想
か

ら
出
発
し、
い
か
にし
て
こ
の理
想
の

}騨
現
に
この
世
を
一歩
近
ず
け
るか
を

纂

す
べき
で
あ
ろ・
。
か
あ
響

一倫
理
に
して
贈
め
て
人璃
の
窪
歩の
爪

ロ一滅
の
原
動力
π
り
碍
るで
あ
ろ
う。

わ
れ
わ
れが
現
実
を理
想
に
近ず
け

よう
と
す
る場
合
、
何
よ
りも
先ず
わ

れ
わ
れ
は
知監
に
依
頼
せね
は
な
らぬ

闘畢
の
当
懲書
た
ち
に
、暴
力
に
翫え

て
れ
ば
よ
い
。
し
か
し
、
F
.
H
・
ナ

イ
ト
が
ど
.L
か
5
説

い
を

ス
.に

至

れ
わ
れ
の
親
実
の
世
界
に
は
、
バ
ト
リ

騨

　ら}
オ
ア
ィ
ズ
ム
の
懸
鴨
と
競
い
得
る
か
け

一
張
い
慰
㈹
は
他
に
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

一
る
。」
一部
の
論
誉
が
説
く
よ
う
に
、
ナ

　マ
.
ナ
・芸

は、
袷
を
襲
に
蓼

擁
難
難
饒

一畢
の
値
瞼
を含
み
、特
に
現
代國
爽
の

組
織
と
磯治
の
う
ち
には
、
民
族的
利

鳳奪

嚢

余り
に
轟
.
鐘

セ
い

%
。
。
か
し、
あ

ナ
シ
。ナ
η
ズ
ム

一と
い
う
セ
メ
ント
に
よ
つて
大
衆が
後

【合
さ
れ
π
近代
國
家
が
その
組
磯
の力

一遙
じ
て
蔑
に
愛

つ
つあ
る
讐

は
無醜
し
え
ない
し
、
また
今
た
だ
ち

に
これ
に
か
わり
碍
る
大
聚接
合
手段

も存
在
も
な
い。
わ
れ
われ
は
麗
万
面

の
改革
ー
こ
こ
に立
入
つて
諭
じ
椙
な

卜
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い

羅
黙
灘
難
灘
灘
撒灘
鐵

m
獅除
し
た論
理
自体
のメ
ロ
デ
ィー
が
、
現
にほ
く
ら
の耳
を
荊
つて
い

冒

も
の
を
物と
し
て
の
触覚
で
も
つて
描
出ず
の
に
成
功
して
い
る
。し
か

鵬m
る
の
を鵜
い
て
、
そう
瓢
え
ざ
るを
得
な
く
なる
の
はほ
く
だ
け
では
あ
し
そ
れ
だ
けに
、
こ
れ
まで
の
掩晶
、「錯
乱
の論
理
」
や
「復
翼
期
の岡

㎜零
る
漢
い
。
いや
、
ほく
は
決
し
rけ
な
し
て
いる
わ
け
では
な
い。
む
し

騨
」の
場
合の
や
う
に
駒き
な
れ
た慾
聯
鮒
な響
き
は
、
い
たる
と
こ
ろ

㎜㎜

で
蒔
妙
な
不協
和
嘘
に

㎜㎜㎜剛㎜認㎜㈲㎜㎜の㎜開㎜㎜ー
ろ著
楢
の愈
図
を弼
醐

し
て
み
たい
と
愚
つた

のだ
。
彼の
レ
ト
リ
ソ

ク
が
簿
り艇
し
ざ
を、

な
ん
と
か讐
ひ
現
わし

て
み
陀
いと
轡
つた
の

灰
色
の
交
響
詩

2

ρ

㎜

一対覧
曲
と
そ
の交
持
書
たけ
で
は
なく

}独識
を
以
て
不塁
と
ず
る國
民
の
全部

.であ
る
。

剋
髭
い
し
`
いか
に
翼
♂る
か
・
て
も
わ
れ
われ
は
つね
に
こ
の
憲
か

議
銭制
が
七の
ま
ま
で独
裁
制
に代

こ
の間
題
r
た
いし
て
は
私も
謡
君
も
ら
出
発
ずべ
冒
も
の
であ
る
。問
題
を

るな
b
、
多
数克
の
首
領や
そ
れ
に因

ひ
とし
く
人
閥
であ
り
、
凄さ
に
人間

か
く
の
ごと
さ
「人間
の
問
題
」か
ら

緑
のあ
る
人物
が
、
数
千万
の
國
民の

と
して
職
う
他な
い
。
し
かし
今
ま
定
出
発
せ
し
めて
はじ
めて
1
結
果
が

牛入
に
な
る外
は
獄
い。
彼
ら
は
形の

「異漏
」
に
走
りず
ぎ
た
この
叙
虹
を
オ
プ
アイ
ミス
テ
ィ
ソク
か
舎か
に
か

よ
で
は
一雁人
戻
の
代表
者
ら
し
くし

補
う
π
めに
な
あ
ニ
ニの
こと
蛋附
配
か
わ
ら
ず、
ま
た
、
鷺れ
が
「学
喬
」

てい
る
が
、反
対
沓
の
人民
代
表責
を

し
な
けれ
け
な
りぬ
。

の
手
に
な
一〇と
台
と
にか
か
わ
bず
1

一否認
し
疋
瞬間
に
、
自分
も
ま
t
人民

ク
エー
カ
ー敏
徒
の
例
にお
い
r
わ
わ
れ
わ
れ
の考
都
は、
隼
き
た
員い
も

の代
敦
番
では
な
く
な
つて
し
まう
だ

れ
われ
は
隣
入
謎捕
理
の完
金
貫
徹
が
の
と
な
うで
あ
ろう
。

い
か
に困
難
で
あ6
か
を見
た
。
わ
れ

「隙
罪
の屍
念
を
一蘭
も
菖
凍
ぬ」
と

一わ
れ人
間
は
此惟
か
ら
暴力
-

尚
備
い
わ
れ
る染
洋
の
肚会
瀦
琿は
楠理
と

の
π
めの
そ
れも
菖め
てー

を
"刀全
暴
力
と
の相
列
を
鱗
睨し
や
す
い。
こ

ー

よf奪
融

ち
出し
て
、
一九
四
五
年と
一九
三
五
ー…
大
学理
韻
会
(B
・T
)
の制
髭

年
を
、あ
た
か
も垣
在
、
一九
四
九
年
を
、
わ
れわ
れ
は
U本
の
欺
態
にふ
さ

と
一九
四
五
年
か混
同
む
て
いる
如
く
わ
し
い
よう
に
蝦
修し
つ
つ
沃用
ず
る

は
おろ
か
后繕
爲

の
動き
が
よう
や
に
掲
同し
、
「苗命
鮒
描
箇
」を
嘆
求

こ
こに
よ
つで
、
わ
が國
の
掌
校教
帰

く強
く
な
つ
て行
く
。
こう
い
う
勢を

し
た
人
衣々
勿
休ぶ
つ
て
翻
笑し
非
難
制
既
を
匙
歩さ
ぜ
る
こと
が
び
きな
い

防ぐ
κ
め
に
は、
識
陽
凍も
な
＼果断

し
定
のは
読
で
あ
つた
の
か?
てれ
は

であ
ろ
うか
。
-
懸
嘱
た
の
大掌
法

で急
激
な
苗命
飽
措
廣
あ
るい
は
方
蹟
外
な
らぬ
貴
不
ては
な
か
つ
定の
か
、
累
に
つ
いで
私
見
を
のべ
れ
ば
、私
は

が
醐せ
ら
れ
輿行
せ
ら
る
べき
で
あ
つ
と
。
しか
し
こ
れは
、
い
凍
の場
合
ど
大
掌
理
曇
は
冒
M大
掌
民
‡
化
の確

たか
、
そ
れ
を現
在
の
欺況
の
も
とで

う
で
も
よい
こ
と鷹」あ
る
。わ
れ
わ
れ
か
に
屈
強
で有
勺
な
一方
策
た
る
を失

構
び喚
望
し
て
もそ
の
甲葬
が
な
い
こ
が
こ
こ
で轍
下
に掛
摘
し
た
いと
考
え
わ
な
い
も
りと
,山め
て、
こ
れ
に鼓
同

と
は関
ら
か
であ
ろ
う
」と
。
こ
の極

る
よ
り
旗喚
な
こと
は
、
貴下
が
こ
こ
ず
る
肴
で
ある
。
」

めて
特
徹
的
な
文鞄
は
、こ
れ
が
貴下

で
も
「そ
れ
を
現狂
の
欲
況
の下
で
ふ

置
下
と
しr
は
漢
こと
に
当
然な
こ

り
津
なわ
ち
新
村氏
そ
の
人
によ
つ
て轡

た
」
び要
望
し
て
も印
響
が
ない
こ
と

の結
説
を説
ん
で
、
われ
わ
れ
の
まず

だ
。
彼
の特
徴
は蹟
に
レ
ト
リ
ソク
が
心
理に
及
ぼ
ず救
嘱
凋
象
の機
総

を霜
全
に身
に
つ
けた
数
ル
い
一人
で
あ
るば
か
か
でな
く
、
そ
の機
鰐

の科
掌
凹追
求
に
よ
つて
、
そ
こ
に存
在
の
指
回性
を
枡え
よ
う
と
して

いる
点
にあ
る
。
彼は
レ
ト
リ
ツク
の
共
鳴
哲完
全
に
竃識
的
に
、し
か

も選
扶
的
に拠
侮
し
よう
と
し
て
いる
に
ち
がひ
な
い
のだ
。
彼
の
これ

まC
の
仕小
が
、
伊
い白
さ
れ
た、
そ
れ
だ
けに
彊
固
な対
象
を
分
析ず

る
こと
で
、そ
の
機
構
を発
見
し
よう
と
し
て
いた
の
に対
し
て
、
今匿

の
「二
つ
の世
界
」は
、
そ
れ
ら
一晒
発
見
した
も
の
によ
つて
、
まだ

安

部

公

房

よ
つ
て
甲断
さ
れ
る
の

が
。
碗
いて
、
も
し
や

コ

ロ

す
ろ
と
そ
の靴
は
圓
法

の
靴
で
はな
か
つ
た
の

か
と
思
う人
が
い
るか

もし
れ
な
い。
そ
し
て
、
その
た
め
に、
あ
る
人
は々
ほ
つと
管
心
す
る

だ
ろう
が
、晶別の
人
は
どう
に
もな
ら
ぬ
不
賢
にか
ら
れ
る
に相
建
あ
る

ま
い。
そ
んな
と
こ
ろ
に、
歴
れ
た
塾随
炎
の條
件
で
あ
る晩
ば
し
営殴

界
があ
ろ
のだ
と
、
ぼ
く
は考
え
て
い
るo

と
も
か
く
も、
弁
証
法
の霧

調
に威
功
し
たこ
の
に
ソ
セイ
堤
は、

近頃
出
た
作
畠
中の
白
眉で
あ
り
、
ほく
ら
の
甲に
は
ら
まか
れ
た
灰色

の
石の
叫
び
に耳
傾
る
必
製を
呼
覚
まし
て
くれ
ろ
も
の
であ
る
。
(筆

誉
は嚇
運
作
躍)
【月
晒
働騎
刊
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る
こと
な
く
して
、
問
題
をよ
り
ょく

一解
快
し
樹
る
こと
を
敢
え
るも
のは
、

知能
簸
謙
葬
鵬

に

お
いて
、
ナ
シ
8ナ
リ
ズ
ムが
職
畢
を

いわ
ば
倫
理
とし
て
で
はな
く
、
爾命

と
し
て
受
取ら
せ
る
悠
隙を
も
つ
こと

を親
い
た
。わ
れ
わ
れ
は
ナシ
胃ナ
リ

ズム
が
も
つこ
の
腐
瞼
を卒
團
に
承
認

せね
ば
な
らぬ
。
し
か
し
この
ナ
シ
響

ナ
リズ
ム
を
われ
わ
れ
は
翼て
う
る
で

あ
ろろ
か
。勿
論
棄
て
う
る者
は
、棄

「朝
日
騨論
」
「一一月
号
に
掲載
さ
れ
た

貴
下
の
「大
掌
の庖
機
]
な
る論
交
に

つい
て
、最
近
、
各地
万
の大
学
職
繰

掌
生
か
ら次

と々
反対
の
投
蒔が
あ
0

わ
れ
わ
れも
こ
れ
に
つい
て
討議
し
た

結
柴
、
顎
に凱
ぶ
るご
と
き
結
翻に
到

蓬
し
た
。X

X

X

樋
下は
大
学
の
庖磯
を
、
次
の=
つ

の点
に毘
出
さ
れ
るo(一)
大掌
の
財

奴
囹
地
機。(=
)
嚢
会
の反
動
晦

地
ト
は
こ
こか
ら
遺
トの
大
掌法
峯
驚

域
諭
を
6ーき
出
して
お
ら
れ
るが
、
わ

れ
わ
れは
先
ず
大
掌の
財
政
飽趣
硬
に

対
ず
る
賞下
の
藤
見を
取
りあ
け
る
こ

と
と
した
い
。

貴
下
は恥
二
蔀
にお
い
て
この
間
題

を
謝
じ
次の
ご
とく
罰
わ
れ
る峨
こ
ん

に
ち
大学
が
庖
蛇
に立
つ
て
いる
と
い

う
と
き、
そ
の
修
檎の
程
匿と
本
質
は

か
つ
て
「大
学
の
獺落
」
が
叫ば
れ
た

時
分
の大
掌
の
勉
戦と
は
比
ぺも
の
に

な
ら
ぬく
ら
い
に深
刻
で
あ
り、
大
掌

は
恨
底
から
欝
憾
させ
ら
れで
い
る
の

で
あ
る
」と
り
わ
れ
われ
も
また
ケ
極

同
感
で
ある
。
そ
れで
は
大
掌を
「糎

あ
つ
て
、大
学
の危
機
だ
け
が
先に
戴

は
別
個
に救
わ
れ
るな
ど
と
いう
こ
と

は決
し
てあ
り
得
な
いこ
と
であ
る
」

と
。
わ
れわ
れ
も
ま
た至
極
同嬬
で
あ

る.
し
か
らば
負
下
はこ
れ
に
たい
し

て
い
か
に
各え
、
何
を挺
粥
せ
られ
る

か
。甦
下は
つ
ず
けて
醤
われ
る
。
「從

つて
、
そう
璃
え
れは
、
と
り
たて
て

特に
大
掌
の危
機
と
いう
煽
合
、現
在

の経
済
的
肱照
に
お
いて
も
、
嵩つ
た

政
治
的
、
およ
び
精
柳鮒
蜂
作
さえ
明

え
ら
れ
るな
ら
は
、ず
み
や
か
に救
い

樽
る
が
如
き大
学
の
庖機
の
健面
こ
そ

わ
れ
わ
れ
の切
累
な即
心
に
値し
、
ま

た
私
の
彊劃
し
な
けれ
は
な
らな
い
と

こ
ろ
であ
る
」
新
村
氏よ
11
これ
で

は
問
題
がち
が
う
では
な
い
かo
「礎

つて
、
そう
考
え
れは
」
何
故
、「と
り

たて
て
大学
の
舷
槻
とい
う
埆合
環
在

の鮭
済
状熊
」
を
そ
のま
ま
日定
し
て

よい
、
戴は
智
竃
しな
け
れ
ばな
ら
な

いと
い
う結
繭が
出て
く
る
ので
あ
る

か●
大
掌
の則
政
凶庖
敬
、
敢職
員
の

待
遇
の
憩さ
、
大
掌
法疑
の
通論
と
共

に必
華
とな
る
敢
員
の猷
自
、授
第
料

の
傾
上
け、
こ
れ
らは
「わ
れわ
れ
の

底
か
ら霞
憾
さ
せ
る」
こ
の
問題
に
だ
・切
巽
な
関心
に
値
し」
な
い
と
でも
富

い
し
て
趣
下は
い
かな
る
対
庚を
持
ち

われ
る
ので
あ
ろ
うか
。

㎞
さ
れ
るか
。

「大
掌
の庖
樋
だ
けが
先
に
萸は
励
個

「上
脇
のご
と
き
大掌
の
危磯
の
経
琿

に救
わ
れる
な
どと
い
う
こ
とは
決
し

聰・
財酸
的
興
面は
、
いう
ま
で
も
な
て
あ
り榊
な
い
事
でみ
る
。
」こ
の
こ

く
、
敗職
後
の
日本
の全
國
家
な
らぴ

と
は
回を
嵐
肱
す
るか
.
それ
は
われ

に
㍉吐
会
の
紬済
的
噛
陀と
不
司分
で

わ
れが
こ
の
大掌
の
庖
秘
を、
大
掌
の

られ
な
け
れは
な
ら
な
いと
い
う
こと

しか
も
それ
は
、
砒
会
のあ
ら
ゆ
る部

面に
お
い
て闘
わ
れ
な
けれ
ば
な
らぬ

と
いう
こ
とを
滝
肱
して
い
る
はず
で

ある
。

し
かる
に
殿下
の
苔
お
うと
し
て
い
る

こと
は
正
憲
で
あ
る
。大
掌
の
財政

的危
機
は
、「全
圃
λ
、
「全
砒
ひご
の

危
櫨
と
関
脳し
て
い
る。
健
つ
て
その

ため
の
闘畢
は
判
底
掌
書
や掌
穿
の手

にお
え
な
い問
罰
で
あ
り、
そ
れ
につ

いて
論
議し
た
り
抗
誕し
た
り
す
るこ

と
は
無
聴
味で
あ
る
。わ
れ
わ
れ
はこ

う
し
た
問題
は
触
初
か
らあ
き
ら
めて

か
からね
ぱ
な
ら
ぬ
。明
ら
さ
ま
に闇

られ
て
は
いな
い
が、
ζ
れ
が
嶺下
の

間
脇
の
回避
が
削
つて
いる
蠣
の
溜味

であ
る
。×

X

X

諾
下
を大
掌
法
挺
の
擁護
に
導
いた

他
の
い
つ
ぞう
諏
要
な
燗面
た
る
敬授

会
の
反
動
性を
弱
調
し
◎
つ鞠
下
は醤

わ
れ
る
円
十四
年
間
にわ
た
る
侵
略職

署
か敗
北
にお
わ
っ
てか
ら
酔
に
三年

雫
を
へ
た
こん
に
ち
、顕
落
に
傾游
を

っず
け
っ
っ職
畢
に協
力
し
π
月本
の

大
学
は巣
し
費
騙
落か
ら
向
上
へ拗
じ

肚
会
の
感加
に
そ
いう
る
よ
弓
な
磯関

た
る
の輿
を
示
し
はじ
め
た
であ
ろ
う

か
o」先ず
か
く
潟
つた
の
ち、
負
下
は

前
進
す
る
大
学
を
直
親
ぜ

ヤ

「大
学
の
危
機
」
へ
の
公
開
状

森

かれ
た
も
の
であ
る
こ
と
を考
え
ると

は
明
ら
かで
あ
(.う
」
と
臨り
、
ま
た

き、
わ
れ
わ
れ
にと
つ
て
いつ
ぞ
う翼

も
や
留キ
的
璽

に対
ず
る宿
命
的
あ

啄深
い
も
の
であ
る
。
なぜ
な
らぼ
、

き
ら
めを
誰
いて
おら
れ
る
こと
で
あ

少し
で
も
甦
下
を知
る
ほ
どの
も
の
は・
る
9

誰
でも
、
思
わず
も
次
の疑
問
を
費下

に
提出
し
た
くな
る
か
らで
あ
る
。

「職
後
ま
も
なく
果
断
で急
澱
な
革命

的措
碑
戴
い
は万
鑛
が
調ぜ
ら
れ
輿行

せら
る
ぺ
き」
こ
と
を
塾求
し
、
その

πめ
に
桝
力し
た
の
は
一体
だ
れ
であ

つた
の
か
や
そし
て
そ
の当
時
、
顕下

はい
か
な
る憩
慶
を
と
られ
た
のか
?

旧
く
さ
い轡
抜
き
の
人民
職
矯
を
持

さ
てか
く
あ
き
らめ
を
蹴
ざ、
人
々

を
絹
望附
駄
願
に
おと
し
いれ
、
他
力

本
瀕
を説
数
し
た
のち
ー1
貴
下
は
っ

ず
けて
営
わ
れ
る4
も
し
せう
で
あ
る

と
ずれ
ば
、
当
初か
ら
民
叢共
和
國
と

し
て
翅紗
さ
れ
κア
メ
リ
刀、
近
代
肚

会
の癸
展
の
し
かた
や
特
咳が
日
本
と

は
あた
か
も
対悶
皆
賦
ず
アメ
リ
カ、

そ
う
い
う
ブメ
ーー
カ
が
吃
み
出
した

信

よ
正

感
ゲ
る
と
こ
ゐは
、
現在
の
政
治耕
勢

に対
ず
る
蜘下
の
驚く
べ
き
切謹
不足

で
あ
り
、時
と
腸
所
の傑
件
を
考
えな

いこ
れ
旗
た醗
く
ぺ
き俸
繭
酸
瞭
であ

る。し
か
し
もし
も
大
掌理
恥
会
の役
昌

が
、「知
馳
劣等
な
期
方ボ
ス
」
に
よ
つ

て
占
め
ら
れた
ら
ど
うず
る
か
。大
学

理
瑞会
の所
調
「ピ
ープ
ル
」
代西
の

制
度
を
ホト
ホ
ト
感
にた
え
だ
る
ごと

く
乱
識
し
だの
ち
、
この
膨
隙
性に
つ

い
て
質
下は
提
累
して
碧
わ
れ
る、「も

し
・…
・女
部
省
起
藁
の腺
案
が
國会
を

か
つた
さ
ま
ぎ
ま
の改
革
i

准通
じ

て
現代
國
突
が
含む
職
霧
発
の
趣
瞼

を
画小
蓼
'る
他な
い
の
で
はあ
る
ま

い
か。

通
漏し
、
そ
の結
異
と
して
、
大
掌人

た
ちか
懸
盆し
危
恥
し
て
いる
よ
うな

事態
が
お
こ
つた
場
A曳
例
え
は
知能

劣
等な
畑
方ボ
ス
が
姓
会公
堤
を
代表

して
理
鵬
冷
の膓
を
占
め、
大
掌
にた

いし
て
不
当な
干
沸
、
晒暴
な
圧
迫を

角え
て
く
るよ
う
な
場
合、
そ
の
とき

こ
て大
掌
人は
始
長
、
部長
、
敢
撰以

下
助乎
、
副
手に
い
疋
る
まで
こ
ぞ
つ

てボ
ス
連
と抗
畢
し
、
万
一だ
た
か
い

利が
な
く
敗れ
た
な
ら
は
、か蕊
運襖

辞
職
のず
え
、知
酷
劣
等な
埋
幽
会
を

生
み出
ず
母胎
疋
」⊃砒
会
公縦
の
教化

監
蒙
に遭
進ず
ぺ
菅
で
はな
い
か
」
ー

この
御
斜
切な
勧
告
は、
な
ん
と
い

う
お
めで
た
い夢
想
と
怖
るべ
き
隅黒

にみ
ち
み
ちて
い
る
こ
と
であ
ろ
うか

〃
夢
は
内
る、
「大
掌人
は
…
こ

ぞ
つて
ボ
ス
連に
抗
畢
し
」と
。
現輿

は
答え
.O、
「反
動
飽
な敢
授
会
の反

動
的な
け
げζ
そ
は
こ
そ
つて
ボ
ス遡

と
緊密
に
結合
ず
る
」
と
。夢
は
劇
る

「〈痩
連
羅
職
の
ず
え
」と
。
現実

は
各え
る
、
「鶏
い
出
さ
れ
るの
は進

渉
飽な
分
子
のみ
で
あ
る
、か
く
して

反動
纏

化
され
る
」
と。
拶
は
鵡
る

、「肚会
公
衆
の篭

留
蒙
に彊

ず
ぺ

きで
は
な
い
か」
と
。
現巽
は
答
え
る

、「時す
で
に
おそ
し
ー
敢
化
・啓
蒙"

西
箏河
湾
を
待て
」
と
。
新村
比
よ
、

こ
こ
に児
ら
れ
る現
巽
こ
では
フ
ア
ツ

シ
ズ
ム以
外
のな
に
も
の
であ
る
か
'

ζ
こ
に鮪
ろ
贋
こそ
は
、
フ
アツ
シ
ズ

「
乙
藷

星

×

X

X

閾
論
勲
誘
煮

深
い
人間
性
か
ら
わ
3で
る
隣人
慶
の

要
求
に正
面
か
ら
激突
ず
る
も
ので
あ

る
。
こ
こで
わ
れ
われ
が
当
面し
た
問

題
が
、侮
轍
ず
る
友人
の
一人が
繭
つ

考
-考

モ

考

葦

ム
を
引
き出
す
、
人類
に
対
ず
る呪
い

の
声
、恐
ろ
し
い羅
夢
以
外
のな
に
も

り

の
で
ある
か
〃
これ
は
も
は
やた
ん
な

る
留
識不
足
で
はず
ま
さ
れな
いも
の

を
持
つて
い
る
。
良く
な
い
そ、
そ
し

で
態く
な
い
そ
、新
村
氏
ー
漢こ
と
に

「われ
わ
れ
触
荘派
」
に
ふ
さわ
し
い

勧
告だ
'
モ
尼
が
も伊
と
っれて
か
ら

導
え
とは
〃X

X

×

新村
民、
髄
下
は大
学
底
に
つい
て

謝
つて
おら
れ
る。
然
し
輿
下は
こ
う

い
う
こと
甑
ひ
とり
↓大
学
理
鍋会
」

に
関
して
の
み
で
はな
く
、
同じ
こ
と

が
、
瑚在
ア
メ
リ
カに
よ
つ
て勧
興
さ

れ
て
いる
解
済
九原
則
」
に
つい
て

も
ま
た曽
え
る
こと
で
あ
る
と
いう
こ

と
に鍛
付
か
れ
な
いで
あ
ろう
か
。
も

し
も
ここ
に
人
あ
つて
、
こ
の
「軽
濱

九
原則
」
が
、
それ
自
捧
とし
て
、
も

つ
とも
な
こ
と
だと
い
う
こと
か
ら
、

こ
れ
にも
と
ず
く現
吉
田
内閣
の
施
政

に
対し
て
、
時
局下
、「確
か
に屈
彊
で

有
殉な
一刀
簡
た
るを
失
わ
な
いも
の

と
認
めこ
れ
に
瞥
同ず
る
指
であ
る
」

と
↓.B
た
と
ず
るな
ら
は
、隠
下
は

か
か
る人
を
何
と
考え
ら
れ
るで
あ
ろ

う
か
。新
村
氏
よ
、問
題
は
だか
ら
、

「大
掌理
廓
会
(B
●T
)
制
誰」
そ

れ
自
体
にあ
ろ
の
で
はな
い
o門
題
は

こ
れ
を
「日
本
の
欺願
に
ふ
さ
わし
い

よ
う
に
改修
し
つ
つ
蚤
用ず
る
」
もの

(
oo
≦
≦

㊦
①
仲
一㊦

閃
碧

陣O
ヨ

①●
、記

ピ
イ
と
幽
霊
)

佛
デ
シ
ナ

・

一
九
四
五
年
作
晶

自
分
の
任む
シ
ヤ
トォ
の
居間
の
古

い
大
きな
偶
像
画
に描
か
れ
た
「白
衣

の
猟
人」
と
呼
はれ
る
ア
ラ
ンの
幽
鐵

を
暦
ず
る患
審
朗
に蓬
し
た
少女
が
、

幽
鑑
の存
在
を
膚
ず
るこ
と
疑通
じ
て

二
人
の胃
年
と
恋
愛と
も
い
ひ
えな
い

よ
う
な
潤く
淡
い
愛惰
を
憂
わ
ず瓢
に

よ
り
、
つ
いに
幽
霧
の存
在
を
否匙
し

て
現
実
π照
ると
い
う
のが
こ
の映
画

の
峯
題
eあ
る
。

今日
の
砒会
閲
題
の
一端
と
し
て思

森
期
に達
し
た少
友
問
題の
如
く
でも

」く

嘉

の
少
女
の
蓼

趣

霞
テ～
三
ウ
。テ
イ
ク
映磐

な
い
[

よ
う
に理
代
的性
格
を
具
えて
い
な
い

一樋
の
..ス
ケ
ービ
ズ
ム
映画
み
も
云

え
る
が
、私
には
そ
の
お
伽噺
め
い
疋

所
が
今日
私
瑠
のお
か
れ
てい
る
混
乱

賠
踏
を極
め
る
現軍
を
愚
う時
、
非
常

に
清
らか
な
感
じ
を興
え
瞬
しの
間
幼

き
時
に
耽
,た
駆想
の
卸
界
へと
私
を

誘
っ
た。
寓
話
的興
味
か
あ
りお
伽
噺

め
い
て
いる
点
に
おい
て
は
「災
女
と

野
獣
」
や
「需
蜷は
夜
策
る
」が
連
想

さ
れ
るが
、
そ
れ等
に
兇
られ
る
よ
う

な
一貫
した
彊
い
「講

凶
」昇
矯
も

な
け
れぱ
「愚
慧的
」
な
奥附
け
も
な

く
演
出者
ク
ロ
ォド
・オ
オ
タン
・
ラ

ラ
は
躍
純に
何
らの
劇
晒
凝劇
も
なく
一

淡

と々
して
擶
い
てお
り
非
常
にキ
メ
ー

の細
か
い
演出
振
りは
酵
人
と
して
の

デリ
ケ
ー
トな
映
画
39セ
ン
ス
青発
撮

して
い
る
。
また
反
面そ
の
爲
に
、
余

り
にも
潤楚
す
ぎ
て
後
に闘
い
剛
象
が

嚢
ら
な
い
と云
う
恨
みも
あ
る
。本
物

と鱈
物
の
四人
の
幽
蹴参
くゆ
混じ
っ

て出
没
し天
藺
ぎ
を
惹き
起
し
た
り
、

本物
の
幽
穫
鳳匿
の
甲で
も
戸
の隙
闘

で
も自
由
自
在に
噛
れ
るが
、
現
興
の

衣
裳だ
け
は
後に
残
る
とい
汽
ギ
ヤ
グ

久
野

鰯
召

夜
の
会
編

越村
僑
三
郎習

1
1
責
本流
通
過程
の
分
析ー

近
日
発脚
〃

法

隆

寺

の

話
朗
噂
野
躍

瓢
傭
顎

聡
礪
霰
艘
擬
譜

監
匪
簸

融
窯
瞬
罫瓢
嘱
)

新
し
い
葺
術
の
探
求

鵬
倒℃
「瓶
繊

穐名
野
閥
花田
塊
谷
佐
木々
岡
本
畷部
関
墨
霜

図
解
資
本
論
第
二
巻
灘
=罷

日■ 書 虜
ヨ区酬 町2(乙超

 

月

雀

準

藍
ふ
ら
ん
す
語
の
発
書

錫
購
謝灘
聾
灘
蠣
鷹縫

灘

て
も
、サ
ブ
・テク
ス
ト
とし
マ
も
好
題8
あ
ら
う。
疑
問
の
多
い固

竹

有
各
駒
の発
昔
一囎
表
を附
し
て
便
溶は
か
つた
。

B6
上
舐
咲臓
・九
四画
・貿
倒
七〇
円

折
ふ
ら
ん
す
新
窮
典
黙
議

佛
楊
文法
嘩
典
とも
題
ふ
べ
宕最
轟
級
の文
典
。

大
阪肖
北
臥
棚上
町
四五
・振
替
大
阪五
七
〇
九九

創

囎兀

社

は面
白
い
。特
に
私
には
最
優
の■
面

で
本物
の
幽霊
が
お
囎
母綴
の
湧
見の

漏
の髪
師
り
を網
い
て
襲
しぐ
閃
めく

星
塵
に畢
天して
そ
の
無数
に
竃
く扇

の
一つと
な
ると
い
う
所
にク
ロ
ヵド

・オ
オ衣
ン
・
クラ
の
蔚人
と
し
て
の

本質
的
な
も
の
を感
じ
さ
ぜら
れ
る。

俳
慢と
し
ごは
ノゥ
ピ
イを
演
ず
る

オ
デ
ッk
・り
.7

・は
ζ
の
映崎

の
内容
に週
わし
ぐ
、
人蟹
丑璽
の縛

r
-

-ー3

1

つ
あ
く
ど
さ
が
な
く
少
女
だ
け
が
持
づ

潮

純
さ
を

ス
タ
キ
リ
と
表
現
し
て
ゐ

る
。
そ
し
で
彼
女
を
甲
心
と
し
て
フ
ラ

ン
ノ
ワ
・
ペ
リ
エ
、
ジ
ャ
ン
・
ド
サ
イ

の

コ

イ
、
ル
イ

●
サ
ル
ウ
、
ラ
ル
ケ
エ
、
カ

レ
ヲ
テ
ィ
の
鮮
か
な
演
技
は
フ
ァ
ン
タ

ジ
ス
テ
イ
ク
な
雰
囲
徽
を
侮
り
上
げ
て

鞘
り
、
さ
ら
に
ル
ネ
・
ク
ロ
レ
エ
タ
ク

の
流
曜
な
墜
樂
が
そ
れ
に
大
實
な
役
劇

を
な
し
て
い
る
◎
(
丸
)

た
よ
う
にわ
れ
わ
れの
内
部の
「人

閲
」
を
、そ
の
恨
砥か
ら
、
つき
動
か

す
よ
う
に感
ぜ
られ
る
の
は
その
た
め

で
あ
る
う。
学
轡
でな
く
と
も人
閻
で

あ
る
限
り。
わ
れ
われ
は
こ
の間
題
か

ら
出
発
して
耐
会
を考
え
搏
るは
ず
で

あ
る
が
、こ
う
い
う認
臓
こ
そ、
そ
れ

古1林 肚
京大北門前

 

原

書
霞
二
保
誌

醇コ
メ
　
　

野

奮

　

　

ト

ノ

古

蘭

ンリ

客

利

新

プリ

顧

低

古

●

■

・

●

つ

　

　

コ

の

い

り

リ

ロ

　

コ

コ
羅室臼

 

が
誰
の
手
にな
る
か
にか
わ
り
なく
、

生
の
鼓
動
に密
着
し
だ融
盗
の
認識
で

あ
り
、
属
に澱
粗
な
杜
硫糾
学
鮒詔
脳

嬬

る
。恐
ら
,
窪
の
鱒

慧
か

溺在
も
凍
た、
か
く
のご
と
く
に
し
て

発
霞
し
つ
つあ
ると
思
わ
れ
る。
こ
の

躍

に
対し
て
わ
たく
し
は
麟
君に
、

何
ら
解
答を
雄
供
し碍
な
か
♪た
し
、

問
題
す
らど
こ
豪
C明
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
た
か、
疑
わし
い
。
し
かし
、

も
し
問
題
の距
農
さと
深
ざ
と
に
つ
い

て
、
多
少
でも
説
者
に思
累
の
機
会
を

與
え
紺
、翼
に
「実践
の
問
開
」と
し

て
の
孕
和
の問
題
に何
ら
か
の
撲近
の

手麟
り
を
輿え
得
た
と
ずれ
ば
、
そ
れ

はわ
π
く
し
の盟
外
の幸
で
あ
り
、
こ

の問
題
の
執齢
左
わ
たく
し
に
捌当
せ

し
め疋
編
寧
嶺の
好
意
にむ
く
い
る
こ

と
にも
な
る
であ
ろ
う。

附配

葦
督敢
r
関
ず
る恥
柄
に
つ
い

て
は
、
引
用文
献
の
ほか
、「辞
瓜
・

歴史
及
現代
に
お
け
る宗
敢
h
セ
リ

グ
マン
偏
・耐
会
科
学面
科
辞
醜
」

にお
け
る
関頒
諸
項目
、
ゴル
ン
ス

ト
・ト
レ
ルチ
「基
督数
の
敦
会
及

潴
瑳
團
に
おけ
る
肚会
敢
睨
」
マ
ッ

ク
ス
・
ウ
」ー
バ
i
「経
済
と
砿

会
隔
宗
敢
砒会
学
説
文集
」
な
ど
に

よ
つた
。
騨門
外
の
こと
で
あ
る
か

ら出
所
を
明確
に
し
てお
く
。(終
)

(簸
者
は
京六
経
漬掌
部
政
授
)

奪
毒
ー

案
反対
斗
畢
の目
櫻
を
他
にそ
ら
せ
よ

うと
し
て
、
現大
学
の敢
授
へ.(の
度
動

新

刊

紹

介

「
畠

に
暫

を

◇
経濟
蟻1
(経
蚕
・研饗

編鐵
)

こ
の研
究
は東
東
を
甲
心と
す
る
その

附近
の
碧
い
世代
の
経
緬掌
酬
究書
を

余働
と
し
て、
孤
立
四
、セ
ク
i飽
傾

向
を荊
破
し
て、
経
済
学の
新
しき
発

展
に賢
せ
ん
がた
め
に
つく
ら
れた
も
.

ので
近
代
騒
済掌
の
人
も入
つ
て
いる

第
】藁
の
齢
文
ごは
遊
部久
蔵
「倒値

論
と本
質
諭
」、
杉
山
溜
「側
値
の輿

親
と貨
粥
の
数
糞
」
、甲
山
餅
知郎

}
蔭

暑

の現
漢

」雰

力
作が

あ
り、
報
告
ζ酎
論
に
は
立命
大
の奈

良
本辰
也民
の「明治
維
新
の圭
体
住
」

と
いう
報
昏
に対
し
て
、安
藤
良
雄、

ト
池厳
之
域
等が
加
わ
つて
醐
諭
を行

つ
てを
り
、
新し
い
ス
タ
イル
の
編
奥

と
して
吐
目
出
坐よ
う
。
2
駆盒
交
縢

刊
、
百五
+
円)

襲現
四
月
腎
〔翫
算
者
林遙
天
)

興
駄深
い
の
はこ
の
聯
諒
の特
徴
と
も

ぐ
の
ご
と
くに
し
て
発艇
し
て
楽
たし

ー

拳

考
卍

ー

毒

るの
だ
。

貴
下
が
それ
に
定
いし
て
全
く侃
獣

し
て
い
るさ
き
の
麦
部
誤

垂
に

薯
極
轟

習
・
そ
の叢

り
・
左

つい
て
は
δわ
ず
も
か
な、
今議
公に

学
は、
職
後
にお
い
て
も
「顯
落
よ
り
一

提
出
を
予知
さ
れ
て
いろ
大
掌
伝案
ー

向上
へ」
の
何奪
の
跨
歩も
認
め
ら
れ
一

ー
當

は
これ
を
「霧

」
躊
し
て

ぬと
瞥

て
おら
れ
るが
ど

れ
廷

いろ
が
、
この
や
り
万に
た
い
して
も

旗下
の
罵

覚
の
艶
さ准
爪ず
も
の

樋
下
は至
く
沈
駅
して
い
る
ー
拠
、

総
糠
誰
購
辮翻繍蒙

菰
巽

大
綴

自
・轟

燈
努

行
の馨

に
入
つて
い
ると
い
う
こ
生

塞

・
あ
他
そ
の
讐
盟

壽
て

そし
て
謎

に峯

お
こり
つ
つ
あ
三

菱

・
ぱ
・孟

に
でも
理
蟹
き
る

現
在の
大
助毒

梼
畢

こ
そ
は
上

こと
で
あ
るが
、
員
下は
こ
れ
に
つい

「

て
も
、
競付
い
て
い
る
のか
いな
いの

こと
を
亦ず
最も
越
弁な
証
軌
.・あ
る

か
、
藻
し
て
な
ん
ら碧

き

うが

と
いう
こ
と
だ・
暑

こと
該

し
隻

な
い
。
現在
、
か
くも
臓
般
な
る大
年

い
ほど
の
めく
ら
は
な
い。
大
掌
眠
昂

法
凝
反
対岡
畢
が
ま
ざお
こ
り
つつ
あ

るに
も
かか
わ
ら
ず
・交
部
当
肩か
鴨

の
躍動
は
ろ
や㎜篇
の抽
譲
的
翻
磯
の

な
お
か
つ大
学
法
峯
の副
急
鎚出
を
双
域
を脱
し
爵
下の
ご
とざ
「塞
詳青
」

し々
・
それ
の
膣
行通
過を
はか
る
理

をし
り
え
に
残し
て
、鶉

と々
旧
益
し

由
は
奈
辺
にあ
る
の
であ
る
か
。新
村

つ
つあ
る
の
だ。
新
肩
伐よ
、
今
は
輿

氏よ
、
そ
れは
、
当
吊が
、
賀
下
によ

行
の時
代
で
あり
、
一九
四
九
銃
で
あ

つて
そ
の反
動
忙
を
画力
非
醗
され
て

る
。
それ
は
敷下
が
つね
に
な
コ
か
し

一

いる
現
在
の敬
授
台
をも
つ
て
して
も

く
国想
せ
ら
れる
ー↓
肖詩
は
貞
下
も
一

な
票
+
分で
あ
う
i
開
ち
入
夷

と
もか
裁

拶護

導
あ
つ
た
し

り

の
民
才
的
勢
力
の
撮
頭
を
獅
え
、

こ
れ

あ
の
一
九
y
罰
年
r
は
な
い
だ
。

(
筆
皿

葎

ず
る
疑

+
分で
あ
る
と叢

は大
阪
簡
嚢
師
)

一

えて
い
る
と
こ
ろに
存す
る
の
だ
。
こ

【附
配】
こ
の
公回
臥
は
廿ぬ
枚
げ
わ

れは
臼
明
の
こと
で
は
な
いか
。

た
る
員
いも
の
ぐし
た
が
赦曲
の
都
合

貴下
は
「六学
払
躍
」
か擁
護
し
正
上
や
むな
く
+
枚
に鞠
少
し
漢し
た
か

が
誰
で
あ
るか
と
い
う
とこ
ろ
に
禅す
●
当
栢す
る
九
め
に、
そ
し
てま
た
回
法
ら
御
謬承下
さ
い
(編
翼
部
)

一・技 術 本 位 ・一

 

鮒

添
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丸太町購 通躍俘前 躍上③銘09

書
な
殿
欄
と暫
翁

㎜
」
鍮
8

A
只
)・1
°E

図
嘗開
は
峯
と
して
自
然
科

　A

掌方
面
の
新
し
い研
究
賢
馴

㏄

が
侮月
米
要

藝

し
、

1

東
大
その
他
の敢
授
、
学
生

お
よび
市
民
に
より
自
由
に利
用
さ
れ

大
い
に
訴
ば
れ
て
いる
、
同
図
壷
餌

(四條
通
曳
詞
院)
は
無
料で
、
七
〇

8
船
の
馨

碧
し
、
米路

麺

隈
を呈
示
す
れ
ば
二週
聞
にわ
た
つ
て

賃出
し
が
許
さ
れ
る、
月
刊
嫌器
は
七

二
蕊梱
に
わ
た
り偲
贈
璽
京か
ら
匂
著

一し
、掌
閣

に
お
も
利
撰

大

き
い
、講

、
ヒ
ソト
キ
ッ
トは
二
=

O
Q
喚
箭
繁
繁
には
現
代
アメ
リ
カ

一作
醜
蹴の
レ
コー
ドア
ル
バ
ムと
ほ
と

ん
ど
近代
ジ
ャ
ズ
より
な
る
ッ
ィー
デ

ィ
ス
ク
レ
コー
ドが
あ
り
、
塞
爾は
一

ヶ
月
、
レ
コー
ドは
賀任
者
があ
れ
は

=+
四時
間
の
貸
出が
肝
司
霞れ
る
、

そ
の
他タ
イ
プ
甦
では
痔
参
のタ
イ
プ

ラ
イ
ター
で
硲
輌
難誌
の
コビイ
を
と

る
こ
と
か出
聚
、
岡酬
で
は
概く
一般

学
生
市民
の
利
用
を期
待
し
て
いる
i

奈女 」昇犬

鴛
う
べ
き
節
諭
説
の

一一鰍
で
あ
る
、
北

森
遡
賦

「
示
翻
へ
の
熊
葱
」
は
サ
ソ
●

 

覆
ト雛
湊
離
盤

大
宗

「獲
か
ら
回⊥
へ」
卿じ
さ
に
つい
て
」
の翼

彰

に・
え
・～再

教
戯
科
目
も
設
置

新
制
奈
艮女
子
大
掌は
六
月

十
五
、十
メ
日
に
選放
鼠
験

を
行
い
、各
部
穐計
「七
一

一名
を
礫用
新
発
尼
ずる

一組
轍
の大
聖
は
λ
の通
り

文
学部
(肚
会掌
料
・國
嗣
閾
交
糾・

革
畝萌
交
学
科
・史
掌
お
よび
飽
理

掌
層)理
●家
故
掌部
(数
学・物
理●

化学
・牛物
・望
政の
各
掌
料)
㈹
右

の
各掌
科
を
通じ
て
「般
敢彊
科
目

(人文
・喚
バ●臼然
科
掌
・体
潤
・留

樂
)蝋
門
科自
、敬
職
科
目
の
三科
闘

を置
く
捜
簗
糾は
牢
額
三
千六
肖
円

批鋼
で
あ
り
「恐
ら
く
臨物
謬
本聚

的な
V陽
に
回
つで
臼
蹴し
ロΣ
あ
る

」
75喚
の
み
回恥
質
か
揖摘
さ
れ
て
い

・,恥
田
軸
存
「-イ
ガ
チ
ュ穗

」出

版
猶と
小
睨
縦の
「くさ
れ
縁
}び
わか

圖
の又
掌
の
内溶
に
映
気
飽な
膨
贋を

琴
鋼
総
論
舘
艶

謬
▼
夏
大名
運

動
剖は
負
金

難
町潤
の
た

め
「渾
動
協

副
会」
ま
で

一ゆ
けて
牝
盟
に
冨
吋為
働
脅
かけ
て
い

ゐ
が繭
れ
の
夷
日にも
そ
の
費用
捻
出

に
四
孟八
苫
、
こと
に
桐
鋳
離
にお
い

て
は
、五
月
五
日
の愈
國
桐
憐大
会
に

出
麗
ずる
に
小
部熱
の
マ
ワ
シが
揃
わ

ず
、ホ
ント
に
「人
の
ソ
ン
ドシ
で
相

雛
をと
O」仏
りさ
渓
.…
:

ほ醐島4k前 多嘔こ`i

民
目
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隅

到

[妻
を
め
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つξ
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骸 晶 霜
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